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みんな、輝け！
　名和さくらの丘保育園の運動会が行われました。年長児の鼓隊が元
気いっぱいにオープニングを飾りました。

（10月13日・撮影）
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誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を

　
　
作
る
こ
と
を
み
ん
な
で

目
指
し
ま
し
ょ
う
！

～
こ
ど
も
と
楽
し
い
ま
ち
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

　

大
山
町
を
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
町
に

し
て
い
く
た
め
に
は
、
高
齢
者
や
大
人
だ

け
で
な
く
「
こ
ど
も
や
若
者
の
声
」
を
聞

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
大
山
町

の
未
来
を
担
う「
こ
ど
も
や
若
者
の
思
い
」

を
、
大
人
た
ち
が
受
け
止
め
、
各
地
区
の

地
域
づ
く
り
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
反
映
さ
せ

た
り
、
若
い
世
代
が
自
分
た
ち
の
力
で
実

現
し
た
り
し
て
い
く
よ
う
な
風
土
や
仕
組

み
を
作
り
た
い
。

　

そ
う
い
っ
た
思
い
を
形
に
す
る
た
め
に

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
こ
ど
も
や
若
者
に
特
化
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
る
わ
け
で
は
な
く
、
現

状
の
様
々
な
取
り
組
み
に
反
映
さ
れ
に
く

い
「
こ
ど
も
や
若
者
の
声
」
を
取
り
入
れ

る
こ
と
で
、全
て
の
世
代
が
切
れ
目
な
く
、

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
町
に
し
て
い
く
た
め
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

こども・若者の声を聞こう

「トークフォークダンス」

　大人とこどもが１対１で
フォークダンスのように１～
２分ごとに入れ替わって対話
するワークショップ。話題は、
地域のこと・学校のこと・暮
らし・悩みなど

こども・若者の声×地域づくり

こどもたちの声を取り入れた地域活動の
展開
【例】
◦小中学生×地域自主組織→新たな取り
組み
◦高校生×大人→若者の居場所づくり
◦中学生×高齢者→地域を盛り上げるイ
ベント　など

　

こ
の
取
り
組
み
に
関
わ
る
大
人
や
高
齢

者
が
や
り
が
い
や
楽
し
さ
を
感
じ
、
同
時

に
地
域
や
団
体
が
抱
え
て
い
る
課
題
や
悩

み
を
解
消
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い

け
ば
、
誰
も
が
住
み
続
け
た
く
な
る
町
へ

近
づ
け
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
11
月
23
日
（
金
・
祝
）

に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
き
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
、
み
な
さ
ん
お
越
し
く
だ
さ
い
。

「
大
山
町
の
大
人
の
み
な
さ
ん

小
中
高
生
の
声
を
聞
い
て
く
れ
!!
」

【
日
時
】

11
月
23
日
（
金
・
祝
）

14
時
～
16
時
（
受
付
13
時
30
分
か
ら
）

【
場
所
】

名
和
中
学
校
体
育
館

【
対
象
】

　

町
内
の
小
中
高
生
、
こ
ど
も
た
ち
の
声

を
き
い
て
く
れ
る
大
人
の
方

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
内
容
】

①
小
中
高
生
×
ま
ち
の
大
人
た
ち

　

こ
ど
も
と
大
人
で
、
ト
ー
ク
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス

②
大
人
た
ち
に
伝
え
た
い
！
私
の
主
張
　

中
学
生
・
高
校
生
の
リ
ア
ル
な
想
い

　

大
山
町
の
若
者
た
ち
の
「
リ
ア
ル
な

気
持
ち
」
や
「
希
望
」
を
大
人
た
ち
に

聞
い
て
も
ら
う
た
め
、
町
内
に
住
む
高

校
生
と
中
学
生
が
、
こ
れ
か
ら
大
山
町

で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
・
実
現
し
て
み

た
い
こ
と
を
発
表
し
ま
す
。

【
発
表
者
】

＊
山
内
楓
さ
ん
／
米
子
南
高
３
年

「
高
校
生
が
集
え
る
居
場
所
を
自
分
た
ち

で
作
り
た
い
」

＊
真
島
郁
実
さ
ん
／
米
子
西
高
１
年

「
都
会
の
高
校
生
に
大
山
町
の
魅
力
を
伝

え
た
い
」

【
参
加
申
込
】

　

次
の
内
容
を
申
込
先
に
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・

メ
ー
ル
に
て
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

◦
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）・
性
別
・
住
所
・
電

話
番
号
・
年
齢

※
参
加
者
が
学
生
の
場
合
は
、
学
校
名
と

学
年
も
連
絡
。

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

℻
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
６

E-m
ail　

k
ik
ak
u
@
d
aisen

.jp

▲トークフォークダンス
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みんなでやらいや！協働のまちづくり

みんなでやらいや！
協働のまちづくり

　

ま
ち
づ
く
り
光
徳
地
区
会
議
は
、
旧
光

徳
小
学
校
区
の
16
集
落
で
形
成
し
て
い
ま

す
。
光
徳
エ
リ
ア
の
地
域
特
性
と
、
地
域

の
方
々
の
特
技
を
活
か
し
つ
つ
、『
み
ん
な

で
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
』
を
目
指
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
活
動
拠
点
は
、
旧
光

徳
保
育
所
で
す
。

　

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
の
見
直

し
と
強
化
を
図
り
、『
連
携
』
を
キ
ー
ワ
ー

ド
に
、
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
し
て
も
ら

え
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

　

近
年
は
少
子
化
に
よ
っ
て
、
集
落
単
位

の
行
事
が
困
難
に
な
り
、
交
流
の
場
を
持

ち
づ
ら
く
な
っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
会
活

動
も
そ
の
一
つ
で
す
。
そ
こ
で
、
各
集
落

の
子
ど
も
会
を
対
象
に
「
夏
の
お
楽
し
み

会
」
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
地
区
会

議
が
、
と
い
う
よ
り
も
各
子
ど
も
会
の
保

護
者
と
一
緒
に
、
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で
企

画
し
ま
し
た
。
お
楽
し
み
会
当
日
は
、
乳

幼
児
か
ら
大
人
ま
で
約
80
人
が
参
加
し
、

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か

ら
の
反
応
も
よ
く
、
12
月
に
は
ク
リ
ス
マ

ス
会
も
計
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
自
分
た
ち
の
住
む
地
域

の
歴
史
や
、
史
跡
を
学
び
な
が
ら
散
策
す

る
「
歩
い
て
み
ょ
い
や
光
徳
」
や
、
現
在

の
生
活
で
は
、
な
か
な
か
体
験
し
な
い
薪

割
り
と
ロ
ー
プ
を
使
っ
て
高
い
木
に
登
る

「
薪
割
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
＆
ツ
リ
ー
イ
ン
グ
」

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
10
月
14
日
の
「
光
徳
地
区
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
で
は
、
地
域
の
方

が
一
堂
に
会
し
、
体
を
動
か
し
て
に
ぎ
や

か
に
競
技
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

拠
点
施
設
の
旧
光
徳
保
育
所
で
、
毎
月

第
３
日
曜
の
午
後
は
、
サ
ロ
ン
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
開
催
時
に
は
、
子
ど
も
た
ち

も
や
っ
て
き
て
卓
球
を
楽
し
ん
で
い
ま
す

が
、
地
域
の
方
に
も
っ
と
活
用
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
区
会
議
単
独
で
ま
ち
づ
く
り
を
推
し

進
め
る
の
で
は
な
く
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

な
っ
て
考
え
、
地
域
の
想
い
を
『
ま
ち
づ

く
り
』
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ

き
、
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん

の
想
い
や
ご
意
見
も
お
聞
か
せ
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

	

ま
ち
づ
く
り
光
徳
地
区
会
議
事
務
局（
企
画
課
内
）

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

今月は「まちづくり光徳地区会議」と
「まちづくり名和地区会議」です。

『
ま
ち
づ
く
り
光
徳
地
区
会
議
』

「
み
ん
な
で
住
み
よ
い

地
域
づ
く
り
」を
目
指
し
ま
す
！
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『
ま
ち
づ
く
り
名
和
地
区
会
議
』

「
や
っ
て
み
よ
う
」を

ま
ち
づ
く
り
の
活
力
へ
！

　

ま
ち
づ
く
り
名
和
地
区
会
議
は
、「
住
民

と
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
取

り
組
み
と
し
て
、
平
成
21
年
に
活
動
を
開

始
し
ま
し
た
。
以
来
、
月
に
１
回
、
地
区

内
15
集
落
か
ら
選
出
さ
れ
た
ま
ち
づ
く
り

委
員
に
よ
る
会
議
を
、
旧
名
和
保
育
所
で

行
っ
て
い
ま
す
。
会
議
で
は
、
名
和
地
区

の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
た
り
、

集
落
間
の
横
の
連
携
が
取
れ
た
り
す
る
よ

う
イ
ベ
ン
ト
や
地
域
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

【
ま
ん
が
キ
ャ
ッ
ス
ル
】

　
「
ま
ん
が
キ
ャ
ッ
ス
ル
」
は
、
小
中
高
校

生
を
対
象
と
し
た
、
地
域
の
中
で
安
心
し

て
集
ま
っ
て
過
ご
せ
る
居
場
所
で
す
。
昨

年
９
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、
不
定
期
で
す
が
、

土
・
日
の
い
ず
れ
か
の
午
後
と
、
春
・
夏
・

冬
休
み
は
、
平
日
の
午
後
に
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　

こ
こ
を
楽
し
み
に
来
る
子
ど
も
た
ち
も

少
し
ず
つ
増
え
、
毎
回
15
人
程
度
遊
び
に

き
ま
す
。
パ
ー
テ
ィ
ー
の
企
画
や
野
菜
作

り
な
ど
、
自
分
た
ち
が
や
り
た
い
こ
と
を

自
分
た
ち
で
考
え
、
活
動
す
る
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。

【
夏
祭
り
】

　

子
ど
も
た
ち
の
「
や
っ
て
み
よ
う
」
の

実
践
の
場
と
し
て
、
８
月
４
日
に
名
和
地

区
夏
祭
り
を
行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

も
、
企
画
段
階
か
ら
話
し
合
い
に
加
わ
り
、

準
備
期
間
を
経
て
、
店
長
と
し
て
屋
台
の

切
り
盛
り
を
行
い
ま
し
た
。

　

会
議
と
し
て
は
実
施
の
全
面
サ
ポ
ー
ト

を
行
っ
て
い
ま
す
。

▶
子
ど
も
屋
台「
お
い
し
い
よ
！
」

　

ま
ち
づ
く
り
名
和
地
区
会
議
は
、
地
域

自
主
組
織
設
立
の
た
め
、
共
に
活
動
す
る

仲
間
と
名
和
地
区
の
み
な
さ
ま
の
応
援
を

必
要
と
し
て
い
ま
す
。
活
動
は
強
制
で
は

な
く
、
自
分
が
で
き
る
範
囲
の
こ
と
を
、

で
き
る
と
き
に
、
で
き
る
だ
け
で
か
ま
い

ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人
の
や
り
た

い
も
実
践
で
き
る
場
で
す
。
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

	

ま
ち
づ
く
り
名
和
地
区
会
議
事
務
局

	

（
企
画
課
内
）☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２ ▲スイカ割りは大盛況

【
今
後
の
取
り
組
み
】

◦
ま
ん
が
キ
ャ
ッ
ス
ル

	

土
曜
日
ま
た
は
日
曜
日
の
午
後

	

（
不
定
期
）

◦
３
Ｂ
体
操

	

月
２
回
、
日
曜
日
の
午
前

	

（
不
定
期
）

◦
芋
煮
会

	

11
月
10
日
（
土
）
お
昼
ご
ろ

◦
し
め
縄
講
習
会

	

12
月
９
日
（
日
）
９
時
～
12
時

▲スイカをたくさん提供していただきました
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「
平
成
29
年
度
大
山
町
地
方
創
生
事
業
」

外
部
検
証
委
員
会
検
証
結
果

　

大
山
町
は
、
政
府
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」
に
基
づ
き
、
平
成
27
年

10
月
に
「
大
山
町
し
ご
と
・
ひ
と
・
く
ら

し
創
生
総
合
戦
略
」（
以
下
、
総
合
戦
略
）

を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に
沿
っ
た
地
方
創

生
事
業
を
、
地
方
創
生
交
付
金
を
活
用
し

な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

総
合
戦
略
外
部
検
証
委
員
会
で
は
、
年

度
ご
と
に
事
業
効
果
を
数
値
目
標
に
限
ら

な
い
広
範
囲
の
視
点
か
ら
検
証
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
今
年
度
は
、
８
月
２
日

に
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
29
年
度
に
実
施
し
た
地
方
創
生
事

業
に
つ
い
て
、
下
記
の
と
お
り
委
員
の
方

か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
の
で
報
告
し

ま
す
。

　

こ
の
検
証
結
果
を
踏
ま
え
、
30
年
度
も

継
続
さ
れ
る
事
業
に
つ
い
て
ご
指
摘
を
参

考
に
し
な
が
ら
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
外
部
検
証
委
員

会
を
開
催
し
、
本
町
の
地
方
創
生
事
業
を

総
合
戦
略
の
目
標
に
即
し
た
実
り
あ
る
も

の
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

企
画
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
２

平成30年度　大山町しごと・ひと・くらし創生総合戦略外部検証委員会　結果　（平成29年度　実施事業の検証）

番号 事　業　名 事業目的 事業成果 主　な　意　見

1 大山グルメ食道
推進事業

「食」のクオリティの
向上・農商工連携等を
行い、町内全域の食の
魅力向上と経済活動
活性化につなげる。

事業者のアグリフー
ドエキスポ出展・1300
年記念メニュー開発・
大山町食べ歩きマッ
プの作成（15,000 部）

•アグリフードエキスポでは、全国のバイヤーが
大山の自然薯に関心を持ち、今後の展開のきっ
かけづくりとなった。更に小規模事業者の参入
を進める努力が必要。
•食べ歩きマップの作成後が重要。町外への発信
力の向上が必須。

2
大山グルメ食道
飛躍編商品力向
上事業

販売物のパッケージ
等の改良を行い、商品
価値を向上させ、地域
経済の活性化を図る。

2事業者を支援（パッ
ケージ改良１件、ホー
ムページ改良１件）

•パッケージの改良は、指導に当たる高度人材が
必要。

3 高度人材の招聘
事業

町内産業の生産性を
延ばすため、事業者に
高度人材を入れ、自立
できるよう、指導を行
う。また、持続可能な
スモールビジネスの
創生にも活用する。

大山観光局に企画員
を雇用。ツアーメ
ニュー開発・検証を
行った。
デザイナー・ライター・
翻訳者を活用し、情報
案内カードによる情
報発信を行った。

•人材受け入れ後の運用、支援体制の構築が必要。
•ツアーメニュー開発は、新しい企画を期待させ
る。
•観光案内カードは全体像が見えにくい。中国語
や韓国語の説明も欲しい。

4
来訪者受入体制
の強化事業
総合案内所機能
強化事業

大山観光案内のワン
ストップ化を目指し、
通訳によるインバウ
ンド対応を進める。情
報発信により、観光客
の流れを里へ促す。

大山案内所機能強化
（環境整備）事業とし
て、カウンター壁面改
修、Wi-Fi 環境の整備
等を実施した。

•通訳の強化（英語、中国語、韓国語など）が観
光客への評価向上につながり、リピーター発信
を拡大する。
•外国語対応のＩＴ機器の導入や案内看板の設置
などが必要。

5
来訪者受入体制
の強化事業
新複合商業施設の
集客力強化事業

施設内整備（備品）
とプロモーションや
キャンペーンを行う。

複合商業施設「大山参
道市場」のオープンに
向けて、厨房機器など
の備品を購入した。

•国内への情報発信不足を感じる。直近まで伝え
られなかった。
•大山寺地区の核施設として期待（近隣店舗との
シナジー効果）
•店舗に入りやすい建物のデザイン。

大山町しごと・ひと・くらし創生
総合戦略外部検証委員会　　　　  （敬称略）

団体名 氏　　名

大山町商工会 岸本　耕二 会　長

大山町職員労働組合 池信　昌隆 副会長

大山町企業連絡会 片木　　威

西部総合事務所 笠見　和昭

鳥取大学　地域学部 多田憲一郎

鳥取銀行名和支店 前田　博史

山陰合同銀行名和支店 今出　　正

新日本海新聞社 小谷　和之

アマゾンラテルナ　鳥取大山オフィス 貝本　正紀

大山地区三色会 荒金 恵美子

女性団体連絡会
大山女性の会

桑原 可菜子
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番号 事　業　名 事業目的 事業成果 主　な　意　見

6

来訪者受入体制
の強化事業
高度人材活用に
よる情報発信強
化事業

旬の情報を発信でき
る人材育成を行う。

海外他地域（ハワイ州）
への情報発信、交流基
盤構築業務を実施。ハ
ワイ経済界のヤング
リーダーを7月に大山
へ招き、経済交流の討
議を実施。

•今後の方向性の中に情報発信のためのツール
づくりや人材育成などの体制づくりの検討が必
要。
•ハワイ連携事業が継続性のある活動に期待。
• 30年度ボーイズリーグの世界野球大会を応援す
る。

7
地域の魅力向上
事業
文化歴史資産の
活用事業

新商品開発への支援 大山寺エリアの歴史
的資産の商業活用検
討として「写真で地蔵
ロゲイニング in 大山
寺」を開催。
※ロゲイニング・・・
制限時間内にチェッ
クポイントを周り、
その得点を競う。

•好評な取り組み。地域の魅力に資する有効な施
策。継続的に提供できる体制が必要。
•日本遺産、さいの神さん、妻木晩田遺跡、寺、
神社等への展開にも期待。

8
来訪者満足度の
向上
バリアフリー化
事業

観光案内所など、バリ
アフリー化を行う。

29 年 7 月に移転した
観光案内所の入口段
差解消として、スロー
プの設置と身障者用
の駐車場を設置。

•バリアフリーはスロープだけでなく、駐車場の
広さや傾斜にも配慮が必要。授乳室も必要性を
感じる。

9
来訪者満足度の
向上
高度人材活用事業

マーケティングによ
る、観光戦略の構築が
行える人材の確保・育
成を図る。

大山観光局にて、既存
旅行商品の調査・分析、
マーケティング、ガイ
ドができる人材の育
成を行った。

•人材育成は、事業の具体的な目標値が必要。行
政との連携も必要。
•情報データ集積のためのマーケティング継続に
よる戦略の構築、実践を期待。

10
商品力強化事業
エコトラック推
進強化事業

地域資源やローカル
イベントを活用した
旅行の商品化などを
行う。

ジャパンエコトラッ
ク 1号ルートに町内
コースが新たに認定・
追加され、ルートマッ
プの作成（10,000 部）
を実施。全国のモンベ
ル店舗に配布。

•訴求力のある商品開発、協力店舗の拡充が課題
で、地域住民への周知・理解を深める努力が必
要。
•大山口駅が窓口。レンタルサイクル、タクシー、
カフェなど展開が必要。
•お茶や休憩場所の提供は、可能。共通のマーク
（看板など）があるといい。

11
商品力強化
特産品・名産開
発強化事業

グルメ食道PR用ビデ
オ制作を行う。

「生業を営む人」が名
物とし、大山の「跡継
ぎ」にスポットを当
てたPR用ビデオを制
作。「大山男子」ブラ
ンドを立上げた。

•「大山男子」は、おもしろい。更に展開させて
ほしいが、ブランドの活用策が見えない。
•単年度で終わらず、継続的に活用していく努力
が必要。

12
商品力強化
㈱さんどうの活
動強化・高度人
材活用事業

㈱さんどうが、人材発
掘と商品企画力等の
強化を行い、町内事業
者にもうける力をつ
ける活動を行う。

移住者３名を雇用。店
舗ブランディング、メ
ニュー開発・販売・
PR活動を通し、各人
材のスキルアップを
図った。

•実際の起業につながっている点が良い。
•人材育成の目標設定が必要。町内の起業にもつ
なげてほしい。

13
「新複合店舗」
建設による大山
参道にぎわいの
復活事業

新複合店舗の建設と
廃店舗解体撤去工事

廃店舗の取得・解体を
実施。観光客が滞留す
るスペースとして複
合商業施設の建設を
実施。

•大山寺参道エリアの核施設として機能強化、魅
力向上を期待。
•周辺店舗への集客、シナジー効果創出となる連
動性を期待。

【全般的な意見】
◆インバウンドも大切だが、まずは県内外への情報発信。
◆事業に対し、直接評価できる目標設定が必要。
◆年次ごとの計画に対して相対的な評価をすべき。
◆いかに大山町にきてもらうか、知ってもらうか、関心を持ってもらうか、効果的に対策を根
気よく打ち出していく必要がある。
◆地域住民が恩恵を実感できる事業を期待。
◆人材を育て、先の大山町の発展につなげなければ、本当の意味で地方創生とはいかない。
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平成29年度

大山町決算の状況
　平成 29 年度一般会計及び 14 の特別会計の決算と水道事業決算が大山町議会定例会で、４つ

の財産区特別会計が大山町財産区議会でそれぞれ認定されました。

　一般会計の決算額は、歳入が 118 億 4748 万円、歳出が 112 億 3589 万円となり、平成 30

年度への繰越事業の財源を差し引いた実質収支は５億 4617 万円の黒字となりました。

【決算の状況（一般会計）】

区　　　　　分 平成 29 年度 平成 28 年度 対前年度増減額

歳 入 総 額 118 億 4748 万円 118 億 7311 万円 △ 2563 万円

歳 出 総 額 112 億 3589 万円 110 億 7945 万円 １億 5644 万円

差 引 額 ６億 1159 万円 ７億 9366 万円 △１億 8207 万円

翌 年 度 に 繰 越
す べ き 財 源 6542 万円 ２億 8680 万円 △２億 2138 万円

実 質 収 支 ５億 4617 万円 ５億 686 万円 3931 万円

民生費

福祉事業などに要
する経費

26億4168万円

総務費

管理事務全般、地
域振興などに要す
る経費
19億4727万円

農林水産業費

農林水産業の振興
に要する経費

16億7038万円

公債費

借入金の返済に要
する経費

14億3554万円

教育費

学校や図書館、文
化振興などに要す
る経費
8億9380万円

土木費

道路・住宅整備な
どに要する経費

8億4576万円

衛生費

ごみ、し尿、病気
予防などに要する
経費
6億7111万円

商工費

商工業振興、観光
振興などに要する
経費
6億5712万円

消防費

消防・防災対策に
要する経費

3億5257万円

その他

災害復旧費、議会
運営などに要する
経費
1億2066万円
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一般会計歳入

一般会計歳出
◎歳出の内訳グラフ

◎歳入の内訳グラフ

歳出合計
112億
3589万円

歳入合計
118億
4748万円

人件費
15億7687万円
（14.0％）

人件費
15億7687万円
（14.0％）

地方交付税
51億1467万円
（43.2％）

地方交付税
51億1467万円
（43.2％）

町債
12億8640万円
（10.9％）

町債
12億8640万円
（10.9％）

県支出金
12億9277万円
（10.9％）

県支出金
12億9277万円
（10.9％）

国庫支出金
7億1139万円
（6.0％）

国庫支出金
7億1139万円
（6.0％）

町税
15億2088万円
（12.8％）

町税
15億2088万円
（12.8％）

繰越金
7億9366万円
（6.7％）

繰越金
7億9366万円
（6.7％）

各種譲与税・交付金
4億1579万円
（3.5％）

各種譲与税・交付金
4億1579万円
（3.5％）

扶助費
9億4356万円
（8.4％）

扶助費
9億4356万円
（8.4％）

公債費
14億634万円
（12.5％）

公債費
14億634万円
（12.5％）

物件費
22億2300万円
（19.8％）

物件費
22億2300万円
（19.8％）

繰出金
14億519万円
（12.5％）

繰出金
14億519万円
（12.5％）

補助費等
13億5672万円
（12.1％）

補助費等
13億5672万円
（12.1％）

普通建設事業
17億7658万円（15.9％）
普通建設事業
17億7658万円（15.9％）

災害復旧費　1617万円（0.1％）災害復旧費　1617万円（0.1％）

積立金　3億3080万円（2.9％）積立金　3億3080万円（2.9％）

その他　2億66万円（1.8％）その他　2億66万円（1.8％）

寄附金
　2億2873万円
　（1.9％）

寄附金
　2億2873万円
　（1.9％）

その他
（使用料及び手数料など）
　4億8318万円（4.1％）

その他
（使用料及び手数料など）
　4億8318万円（4.1％）

自
主
財
源（

25.
5％）

そ
の
他
経
費（

49
.1％
）

依存財源（
74
.5

％
）

義務的経費（
34.9％

）

投資的経費（
16.0

％）

■歳出の説明

　歳出決算額は 112億 3589 万円で、
前年度と比べて 1.4％の増加となっ
ています。
　大山開山 1300 年を見据えた大山
参道のにぎわい復活のための複合商
業施設『大山参道市場』建設事業や
情報通信設備の更新整備事業の実施
などが増加の主な要因となっていま
す。

■歳入の説明

　歳入決算額は118億4748万円で、
前年度と比べて 0.2％の減少となっ
ています。減少の主な要因として
は、平成27年度から始まった合併
算定替措置の縮減による普通交付
税の減などによるものです。
　また、このうち町税など自主財
源は全体の 25.5％、地方交付税な
どの依存財源は 74.5％を占めてお
り、町の歳入は地方交付税などに
大きく頼った構造となっていま
す。
　町税、ふるさと納税などの寄附
金、諸収入、使用料及び手数料な
どといった自主財源比率を上げて
いくことが町の課題となっていま
す。

■町民１人当たりの額
昨年度支出した額を、町民１人
当たりの金額で算出すると

68 万 2495 円を支出
※平成30年 3月 31日現在の人口で計算

町の自主財源は 25.5％
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平成29年度に
実施した主要な事業
　昨年度、大山町が実施した事業の中から、主要事業についてお知らせします。

住みやすいまちづくり

人口減少対策

■健康づくり推進事業…………… 2881万円
健康診査、がん検診、健康指導、健康教育、精神
保健、自殺対策、食生活改善など住民の心身の健康
づくりに関する各種事業を実施しました。

■高齢者在宅生活支援事業…………… 915万円
高齢の方が住み慣れた地域社会の中で引き続き生
活できるよう、外出支援サービスなど必要な支援を
行いました。

■自治会集会所整備事業……………… 191万円
集落活動に必要な集会所の整備に要する経費の一
部を支援することにより、住民の連携意識の高揚と
住民参加によるまちづくりを推進し、地域の活性化
を図りました。

■移住定住促進事業……………… 2100万円
相談員の配置、移住交流サテライトセンターを設
置し、移住希望者への相談・物件紹介を行うととも
に、移住定住助成金など各種事業により移住のきっ
かけ、定住の促進を図りました。

■高等学校通学定期乗車券等購入補助金事業
　　　…………………………………… 530万円
高等学校等へ通学する生徒の保護者に対して定期
乗車券の購入に要する経費を支援することにより、
保護者の経済的負担を軽減し、町内者の町外流出防
止及び町外者の移住定住を図りました。

■学校給食費補助事業…………… 2301万円
２学期から町内小中学校給食費の保護者負担の
1/2補助を実施し、働く現役世代の子育てにかかる
負担軽減を図りました。

■保育料無償化等子育て支援事業
平成 29年 9月から 3歳以上児童の保育料無償化を

実施し、子育て世代の経済的負担軽減を図りました。
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その他の主要な事業

地域の産業振興

■複合商業施設建設事業……… 3億1956万円
大山にぎわい復活のため、老朽空き店舗を取り壊
し、跡地に複合商業施設『大山参道市場』の建設を
行いました。

■情報通信設備等更新事業…… 2億1831万円
情報通信サービスの提供を継続、安定的に行うた
めの局舎及び加入者宅にある設備等の更新並びに自
主放送及び議会中継の高画質化を行いました。

■本庁舎改修事業………………… 9708万円
老朽化した本庁舎外壁及びトイレ等の改修工事を
実施し、施設の長寿命化を図りました。

■ふるさと応援基金事業……… 2億2752万円
ふるさと納税のＰＲや寄附をいただいた方へ大山
町内で生産・製造された商品やサービスをお礼の品
として贈呈しました。29年度の寄附額は 2億 2657
万円となりました。

■森林・林業再生基盤づくり事業
　　　…………………………… 1億7400万円
森林・林業の基盤となる施設機械等の整備に係る
経費の補助を行い、林業の持続的かつ健全な発展と
地域財利用の推進を図りました。

■がんばる農家プラン事業………… 2480万円
自らの創意工夫による取組を行っている農業者等
が作成した生産流通等に係る計画（プラン）を認定
し、プラン実現に必要な支援を行うことにより、地
域農業の振興と活性化を図りました。

■酪農振興対策関係事業……… 1億1143万円
酪農担い手農家の生産性向上を図るため、牛舎建
築・改築事業に係る造成費・施設設計費に対して助
成を行いました。

■鳥取和牛振興総合対策事業…… 1761万円
和牛増頭（雌牛購入）に係る費用に対して助成を
行うことにより、和牛振興を図りました。

■工業団地造成事業……………… 1150万円
工業団地整備を行うことにより、企業立地を促進
し、雇用機会の拡大と町内の経済活性化を図りまし
た。

■雇用創出促進事業………………… 248万円
町内事業者が町民を正規雇用した場合、事業者に
対し法定福利費相当額の助成（正規雇用から３年間
を限度）を行うことにより、雇用創出の促進を図り
ました。
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特別
会計

企業
会計

主な財政指標
について

町債残高・基金

※特別会計とは
国民健康保険は国民健康保険税で、介護保険は介護保険料でといったように、特定の収入で特定の
支出を賄う仕事をまとめた会計です。

※企業会計とは
民間企業と同じようにその仕事自
体に収益があり、その収益で支出を
賄う仕事をまとめた会計です。

平成 19年に制定された『地方公共団体の財政の健全化に関する法律』により、毎
年度、財政健全化判断比率などを算定し、議会に報告するとともに町民の皆さんに
公表しています。

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 会　計　名 歳入決算額 歳出決算額

土 地 取 得 26 万円 26 万円 公 共 下 水 道 事 業 3 億 9776 万円 3 億 9768 万円

住宅新築資金等貸付事業 1429 万円 1419 万円 風 力 発 電 事 業 5360 万円 4771 万円

開 拓 専 用 水 道 1358 万円 1099 万円 温 泉 事 業 1459 万円 1459 万円

夕 陽 の 丘 神 田 1356 万円 1356 万円 宅 地 造 成 事 業 4455 万円 1295 万円

国 民 健 康 保 険 25 億 5125 万円 24 億 494 万円 索 道 事 業 1599 万円 1599 万円

国民健康保険診療所 3 億 3020 万円 3 億 3020 万円 中 山 財 産 区 509 万円 128 万円

後 期 高 齢 者 医 療 2 億 373 万円 2 億 329 万円 上 中 山 財 産 区 826 万円 162 万円

介 護 保 険 23 億 7744 万円 22 億 5229 万円 下 中 山 財 産 区 425 万円 119 万円

農業集落排水事業 4 億 4387 万円 4 億 4385 万円 逢 坂 財 産 区 304 万円 121 万円

水道事業

収 益 的 収 支
収　　入 3 億 807 万円

支　　出 2 億 7170 万円

資 本 的 収 支
収　　入 9667 万円

支　　出 1 億 8380 万円

指　　　　標 内　　　　容 平成29年度算定結果 早期健全化基準※

健
全
化
判
断
比
率

実 質 赤 字 比 率 一般会計を中心とした赤字の割合 赤字なし 14.08%

連 結 実 質 赤 字 比 率
一般会計のほか、特別・企業会計も含
めた全会計の赤字の割合

赤字なし 19.08%

実 質 公 債 費 比 率
町の平均的な年間収入に対する借金返
済額の割合

9.70% 25.00%

将 来 負 担 比 率
町の平均的な年間収入に対する将来に
負担が見込まれる負債（借金）の割合

9.70% 350.00%

資 金 不 足 比 率
公営企業ごとの資金の不足額が事業の
規模に対する割合

全会計なし 20.00%

※この基準を超えると国の定めに従い、健全化に向けた取組みが必要となります。

■町債借入金残高
区分 年度末現在高

（一般会計） 108 億 9555 万円

特
別
会
計

住宅新築資金等貸付事業 1009 万円

夕 陽 の 丘 神 田 587 万円

国 民 健 康 保 険 診 療 所 2 億 5175 万円

農 業 集 落 排 水 事 業 30 億 6044 万円

公 共 下 水 道 事 業 27 億 3747 万円

風 力 発 電 事 業 3511 万円

宅 地 造 成 事 業 2980 万円

索 道 事 業 8131 万円

（ 企 業 会 計 ） 水 道 事 業 9 億 9335 万円

■基金残高（一般会計）
区　　分 年度末現在高

財 政 調 整 基 金 18 億 3667 万円

減 債 基 金 6 億 8123 万円

その他特定目的基金 33 億 7176 万円

一 般 会 計 合 計 58 億 8966 万円

※財政調整基金：年度によって生じる財源の不均衡を調
整するための基金（町における貯金）

※減債基金：将来の借金の返済に備え、積み立てる基金

決算の状況のくわしいことについては町の
ホームページをご覧ください。

https://www.daisen.jp/p/1/10/34/48/3/1/7/
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シ
リ
ー
ズ
③
　
学
力
向
上
へ
の
道

わ
が
校
の
学
力
向
上
の

取
り
組
み

中山中学校

きょういく通信

◎
合
い
言
葉
は「

善
い
種
を
ま
こ
う
！
」

　
「
善
い
種
」
と
は
「
思
い
や
り
の
気
持
ち

や
頑
張
る
姿
」
の
こ
と
で
す
。
一
人
一
人

が
安
心
し
て
学
校
の
諸
活
動
に
取
り
組
み
、

満
足
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

「
善
い
種
」
を
学
校
や
地
域
に
ま
い
て
い
こ

う
、
と
い
う
取
り
組
み
を
は
じ
め
て
５
年

目
。
こ
の
合
言
葉
が
随
分
と
定
着
し
て
き

て
、
学
校
生
活
の
様
々
な
場
面
で
使
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

生
徒
会
マ
ス
コ
ッ
ト
の「
と
り
ぽ
う
」は
、

「
善
い
種
」
の
象
徴
と
し
て
、
い
つ
ま
で
も

全
校
生
徒
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

◎
「
授
業
」
が
一
番
大
切
！

　

中
山
中
学
校
が
目
指
し
て
い
る
の
は
、

「
全
員
参
加
の
わ
か
る
・
で
き
る
授
業
」
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
標
準
学
力
調
査
や
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
、
中
間
期
末
考

査
や
日
々
の
授
業
で
の
小
テ
ス
ト
な
ど
を

活
用
し
て
、
学
力
の
実
態
把
握
と
課
題
の

明
確
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
毎
時
間
の
学
習
目
標
を
は
っ

き
り
さ
せ
、
基
礎
基
本
を
大
切
に
し
な
が

ら
、「
よ
く
聴
い
て
、
よ
く
考
え
て
、
丁
寧

な
活
動
を
す
る
」
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。　

　

１
学
期
に
行
っ
た
学
習
活
動
調
査
で
は
、

「
授
業
で
は
、
先
生
の
話
を
し
っ
か
り
と
聞

い
て
い
る　

97
・
５
％
」 「
授
業
で
は
、
き

ち
ん
と
ノ
ー
ト
を
と
っ
て
い
る　

96
・
８
％
」

と
い
う
結
果
で
し
た
。
そ
の
時
間
に
や
る
べ

き
こ
と
を
確
実
に
こ
な
し
、
そ
れ
を
こ
つ
こ

つ
と
続
け
る
こ
と
で
、
学
力
は
定
着
し
て
い

き
ま
す
。

　

し
か
し
、「
授
業
の
た
め
に
予
習
を
し
て

い
る
・
授
業
で
習
っ
た
こ
と
は
復
習
を
し

て
い
る
」
と
答
え
た
人
数
が
少
な
か
っ
た

こ
と
が
課
題
で
す
。
授
業
で
学
習
し
た
こ

と
を
確
認
し
た
り
、
新
し
い
考
え
や
疑
問

が
生
ま
れ
た
り
す
る
こ
と
が
、
次
の
学
習

に
つ
な
が
る
と
考
え
ま
す
。
家
庭
学
習
の

目
安
時
間
で
あ
る
１
年
生
１
０
５
分
、
２

年
生
１
２
０
分
、
３
年
生
１
３
５
分
（
大

山
町
家
庭
学
習
の
手
引
き
よ
り
）
の
達
成

を
目
指
し
ま
す
。

◎
み
ん
な
で
勉
強
す
る
！

　

一
人
一
人
が
よ
り
快
適
に
授
業
に
取
り

組
め
る
よ
う
に
、
生
徒
会
や
学
級
で
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
活
動
も
盛
ん
で
す
。

　

チ
ャ
イ
ム
と
同
時
に
授
業
を
開
始
す
る

▲生徒会マスコット「とりぽう」

▲授業中の一場面　ノートをとっている様子

「
チ
ャ
イ
ム
着
席
」、
大
き
な
声
で
挨
拶
を

し
て
か
ら
礼
を
す
る
「
分
離
礼
」、「
授
業

態
度
」
や
「
忘
れ
物
」
な
ど
、
生
徒
同
士

で
声
を
掛
け
合
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
単

に
「
で
き
た
・
で
き
な
い
」
を
競
う
の
で

は
な
く
、
自
分
の
言
動
が
周
囲
に
及
ぼ
す

影
響
や
、
人
と
協
力
す
る
こ
と
の
良
さ
を

実
感
で
き
る
取
り
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎
見
方
、
考
え
方
を
広
げ
る
！

　

生
徒
の
授
業
の
感
想
に
、
次
の
よ
う
な

一
文
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
国
語
と
美
術
の
授
業
で
『
レ
オ
ナ
ル
ド
・

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
』
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

彼
の
こ
と
は
『
絵
が
う
ま
い
人
』
と
い
う

こ
と
し
か
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
学
習

し
た
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
絵
の
す
ご
さ
が

わ
か
り
ま
し
た
。
絵
を
描
く
と
き
に
計
算

を
し
た
り
、
奥
行
き
を
出
す
た
め
に
作
図

を
し
た
り
し
て
、
他
の
教
科
で
や
る
よ
う

な
こ
と
を
し
て

絵
を
描
い
て
い

る
彼
は
素
晴
ら

し
い
と
思
い
ま

し
た
」。

　

た
だ
言
葉
を

覚
え
る
だ
け
で

な
く
、
そ
の
意

味
を
考
え
る
学

習
を
続
け
ま

す
。



14平成 30 年 11 月

　

大
山
中
学
校
で
は
、
今
年
度
の
学
校
教

育
目
標
「
仲
間
と
と
も
に
、
目
標
に
向
か
っ

て
粘
り
強
く
挑
戦
す
る
生
徒
の
育
成
」
の

も
と
、
人
権
教
育
を
土
台
に
し
た
人
間
関

係
づ
く
り
、
学
力
向
上
、
生
徒
会
活
動
な

ど
の『
自
治
』活
動
の
推
進
に
重
点
を
置
き
、

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

重
点
の
一
つ
で
あ
る
学
力
向
上
に
つ
い

て
は
、『
学
び
合
い
』
に
よ
る
学
習
の
推
進

と
、
家
庭
学
習
の
充
実
が
柱
で
す
。

『
学
び
合
い
』
に
よ
る
学
習
の
推
進

　

小
学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
学
び
が
連
続

す
る
よ
う
、
小
学
校
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
協
同
学
習
に
基
づ
い
た
授
業
研
究
を

進
め
、「
み
ん
な
が
わ
か
る
授
業
づ
く
り
」

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
度
は
協
同

教
育
学
会
か
ら
講
師
を
招
い
て
、
小
中
学

校
合
同
の
研
修
会
や
授
業
研
究
会
な
ど
を

行
い
、『
学
び
合
い
』
の
実
践
に
つ
い
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
校
内
で
は
、『
学
び
合
い
』
を
基

盤
と
し
た
「
わ
か
る
」
授
業
づ
く
り
と
、「
で

き
る
（
身
に
つ
く
）」
実
感
を
通
し
た
学
習

意
欲
の
向
上
を
ね
ら
っ
て
、
年
３
回
の
授

業
研
究
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
研
究
部
会
で
は
生
徒
が
考
え
を

深
め
ら
れ
る
よ
う
な
授
業
や
、
考
え
を
説

明
で
き
る
よ
う
な
場
面
の
設
定
、
よ
り
良

い
グ
ル
ー
プ
学
習
に
つ
な
が
る
振
り
返
り

や
相
互
評
価
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
検
討

と
実
践
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

生
徒
に
は
、
折
に
触
れ
グ
ル
ー
プ
学
習

の
ル
ー
ル
を
指
導
し
な
が
ら
、
授
業
の
中

で
『
学
び
合
い
』
の
場
を
設
定
し
、
仲
間

と
関
わ
り
な
が
ら
よ
り
深
い
学
び
に
な
る

よ
う
努
め
て
い
ま
す
。
１
年
生
は
入
学
後

の
宿
泊
研
修
で
、
グ
ル
ー
プ
学
習
の
ル
ー

ル
を
体
験
す
る
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。

家
庭
学
習
の
充
実

　

学
力
向
上
に
は
家
庭
学
習
の
充
実
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
毎
日
、
終
わ
り
の
会
の
後
に

５
分
間
の
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
」

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
家
庭
学
習
の
助
走

と
な
る
よ
う
課
題
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
み
、

や
り
残
し
た
問
題
を
家
庭
に
帰
っ
て
か
ら

解
い
て
、
翌
朝
学
校
で
解
答
を
確
認
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
木
曜
日
は
部
活
動
の
な
い
日
と

▲校内授業研究会の様子

▲１年宿泊研修でのグループ学習の様子
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し
て
、
放
課
後
を
「
全
校
補
習
」
に
あ
て
、

重
点
教
科
の
プ
リ
ン
ト
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
現
在
学
習
し
て
い
る
内
容
だ
け
で

な
く
、
下
学
年
の
学
習
内
容
を
復
習
す
る

な
ど
、
反
復
徹
底
す
る
こ
と
で
確
実
に
力

が
つ
い
て
い
ま
す
。

　

定
期
テ
ス
ト
前
の
放
課
後
に
は
、
テ
ス

ト
対
策
と
し
て
「
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
タ
イ

ム
」
を
設
定
し
て
い
ま
す
。
テ
ス
ト
範
囲

表
の
活
用
に
つ
な
が
る
勉
強
法
の
指
導
や
、

テ
ス
ト
範
囲
の
練
習
問
題
の
取
り
組
み
な

ど
、
家
庭
学
習
に
お
い
て
何
を
す
る
べ
き

な
の
か
を
意
識
し
、
自
主
的
に
家
庭
学
習

へ
つ
な
が
る
よ
う
に
促
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
に
行
っ
た
生
活
行
動
・
学
習
活
動

調
査
で
は
、「
将
来
の
夢
や
目
標
を
持
っ
て

い
る
」
生
徒
の
割
合
が
、
全
国
と
比
較
す

る
と
か
な
り
低
く
な
っ
て
い
る
学
年
も
あ

り
ま
し
た
。
学
力
を
つ
け
る
こ
と
は
自
信

に
つ
な
が
り
ま
す
。
夢
や
希
望
を
持
っ
て

力
強
く
前
進
で
き
る
生
徒
の
育
成
を
目
指

し
て
、
学
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

きょういく通信
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▲寄付を手渡す後田社長

寄
付
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

長
田
の
サ
ン
グ
レ
ス
株
式
会
社
か
ら

20
万
円
の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
寄
付
は
「
子
ど
も
た
ち
の
読
書
環

境
整
備
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
サ
ン
グ

レ
ス
の
創
業
当
初
か
ら
続
け
ら
れ
て
い
る

も
の
で
、
今
回
で
28
回
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
は
9
月
12
日
に
行
わ
れ
、
同
社

の
後の

ち
だ田
取
締
役
社
長
か
ら
竹
口
町
長
と
鷲

見
教
育
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

「
家
庭
の
日
」普
及
事
業

「
家
庭
の
日
」作
品
コ
ン
ク
ー
ル

～
青
少
年
育
成
大
山
町
民
会
議
～

　

青
少
年
育
成
大
山
町
民
会
議
で
は
、
青

少
年
が
健
全
に
育
ま
れ
る
家
庭
づ
く
り
を

重
要
な
柱
と
し
て
「
家
庭
の
日
」
の
普
及
・

啓
発
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

今
夏
、
作
品
を
募
集
し
、
小
学
生
か
ら

一
般
ま
で
合
計
５
１
１
点
の
応
募
が
あ
り
、

審
査
の
結
果
、
入
賞
作
品
が
決
定
し
ま
し

た
。

○
小
学
校
下
学
年　

絵
画
の
部

　

最
優
秀
賞　

河
本
優
也
さ
ん

　

優
秀
賞　
　

伊
澤
悠
介
さ
ん

　

優
良
賞　
　

國
谷
文
乃
さ
ん

　

優
良
賞　
　

小
林
未
羽
さ
ん

○
小
学
校
上
学
年　

絵
画
の
部

　

最
優
秀
賞　

金
田
穂
花
さ
ん

　

優
秀
賞　
　

岩
崎
真
子
さ
ん

　

優
良
賞　
　

村
岡
沙
彩
さ
ん

　

優
良
賞　
　

田
中
大
斗
さ
ん

○
中
学
生　

ポ
ス
タ
ー
の
部

　

最
優
秀
賞　

中
田
仁
子
さ
ん

　

優
秀
賞　
　

真
島
光
悠
さ
ん

　

優
良
賞　
　

清
田
真
央
さ
ん

　

優
良
賞　
　

野
口
絢
加
さ
ん

○
小
学
校
下
学
年　

写
真
の
部

　

最
優
秀
賞　

茨
木
す
み
れ
さ
ん

　

優
秀
賞　
　

山
川
夏
輝
さ
ん

　

優
良
賞　
　

妹
尾
い
ろ
は
さ
ん

　

優
良
賞　
　

永
井
音
羽
さ
ん

○
小
学
校
上
学
年　

写
真
の
部

　

最
優
秀
賞　

美
甘
潤
也
さ
ん

　

優
秀
賞　
　

繁
浦
古
都
子
さ
ん

　

優
良
賞　
　

川
﨑
拓
夢
さ
ん

　

優
良
賞　
　

池
本
惺
音
さ
ん

○
中
学
生　

写
真
の
部

　

優
良
賞　
　

馬
田
優
月
さ
ん

○
家
族　

写
真
の
部

　

優
秀
賞　
　

池
本
翔
星
さ
ん

　

優
良
賞　
　

大
柄
健
太
さ
ん

（
※
一
般
の
部
は
、
入
賞
者
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。）

▶「
私
と
花
火
と
お
父
さ
ん
」　　

金
田
穂
花
さ
ん

▶「
全
力
笑
顔
」　　

中
田
仁
子
さ
ん

▲「すもうの練習」　　河本優也さん
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きょういく通信

知
ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
！

『
ま
ち
学
探
検
』な
わ
通
学
合
宿

名
和
公
民
館

大
山
学
講
座

第
４
回

　

第
４
回
大
山
学
講
座
を
10
月
３
日
に
行

い
ま
し
た
。
名
和
歴
史
研
究
会
の
金
田
千

義
さ
ん
、
大
山
町
ガ
イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
会
の
阿
部
誠
さ
ん
を
講
師
に
、
定
員
い
っ

ぱ
い
の
24
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
バ
ス
で
講
師
の
説
明
を
聞
き

な
が
ら
、
尾
高
道
の
常
夜
灯
や
道
標
、
大

山
道
と
丸
山
集
落
の
分
岐
点
で
あ
っ
た
「
分

の
茶
屋
跡
」
な
ど
を
巡
り
、
あ
り
し
日
の

尾
高
道
を
大
山
寺
に
向
か
う
参
拝
者
の
姿

を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後
か
ら
は
、
寂
静

～
地
蔵
を
巡
り
大
山
の
歴
史
を
学
ぶ
尾
高
道
と
大
山
寺
編
～

笑
顔
の
花
が
い
っ
ぱ
い

女
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　

大
山
町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
主
催

の
第
13
回
女
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大

会
が
、９
月
22
日
に
大
山
農
業
者
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
１
５
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
「
じ
ゃ
ん
け
ん
ポ
ン
で
お
た
ま
ち
ゃ

ん
」「
ド
キ
ド
キ
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
」
な

ど
の
競
技
や
、「
素
敵
で
シ
ョ
ー
」
で
は
、

地
区
ご
と
に
揃
い
の
衣
装
で
息
の
あ
っ

た
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
全
員
で
、
各
地
区
を
代
表
す

る
「
い
さ
い
踊
り
」「
鬼
太
郎
大
山
音
頭
」

「
大
山
ば
や
し
」
を
踊
り
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
大
い
に
笑
い
、
体
を
動

か
し
、
親
睦
を
深
め
、
楽
し
い
一
日
を

過
ご
し
ま
し
た
。

▲じゃんけんポンでおたまちゃん

山
と
豪
円
山
周
辺
の
地
蔵
を
、
江
戸
時
代

以
前
の
寺
院
が
あ
っ
た
有
様
を
思
い
描
き

な
が
ら
巡
り
ま
し
た
。

　

尾
高
道
に
つ
い
て
、
初
め
て
知
っ
た
と

い
う
参
加
者
が
多
く
、
講
師
の
話
を
熱
心

に
聞
き
、
様
々
な
質
問
が
出
て
い
ま
し
た
。

秋
の
大
山
の
す
が
す
が
し
さ
を
堪
能
し
、

大
山
１
３
０
０
年
の
歴
史
が
実
感
で
き
る

講
座
と
な
り
ま
し
た
。

▶
豪
円
山
の
西
楽
院
歴
世
の
墓
を
見
学

　

９
月
19
日
か
ら
23
日
ま
で
の
４
泊
５
日

間
、
名
和
小
学
校
の
４
年
～
６
年
生
23
人

が
、「
通
学
合
宿
」
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
児
童
は
、
御
来
屋
漁
村
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
、
多
く
の
支
援
ス
タ
ッ
フ
に
支

え
ら
れ
な
が
ら
、
食
事
作
り
・
掃
除
・
洗

濯
な
ど
の
生
活
体
験
に
挑
戦
し
、
座
禅
、

地
域
交
流
の
場
「
ふ
れ
あ
い
交
流
会
」、
自

分
た
ち
の
ま
ち
を
知
る
「
ま
ち
学
探
検
」

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
「
ま
ち
学
探
検
」
で
は
『
フ
ィ
ー

ル
ド
ビ
ン
ゴ
』
に
６
チ
ー
ム
が
チ
ャ
レ
ン

ジ
。
御
来
屋
地
区
の
商
店
や
神
社
、
漁
港

な
ど
９
か
所
に
設
け
ら
れ
た
ク
イ
ズ
や
体

験
ポ
イ
ン
ト
を
巡
り
、
３
つ
揃
え
ば
「
ビ

ン
ゴ
！
」
と
な
り
ま
す
。

　

ひ
ね
っ
た
問
題
も
あ
っ
て
、
な
か
な
か

正
解
に
な
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
慎
重
に

相
談
す
る
チ
ー
ム
や
、
自
分
勝
手
に
答
え

て
間
違
え
て
し
ま
う
チ
ー
ム
な
ど
大
騒
ぎ
。

　

子
ど
も
た
ち
か
ら
は
生
き
生
き
と
し
た

笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
通
学
合
宿
な
ら
で
は
の

体
験
を
楽
し
み
ま
し
た
。

▲ただ今、クイズに挑戦中！（塩谷糀味噌店）
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オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

フ
ラ
ッ
グ
ツ
ア
ー
が
や
っ
て
き
た
！

体を動かして
みませんか？
～軽スポーツ体験会～

　11月９日に名和農業者トレーニ
ングセンターで、軽スポーツ体験
会を行います。体験するのは「ボッ
チャ」「輪投げ」「スポーツ吹き矢」
です。高齢の方も障がいのある方
も気軽に楽しめるスポーツです。
一緒に楽しみましょう。

◆日時　11月９日（金）
　　　　13時 30分～ 15時 30分
◆場所　名和農業者トレーニング

センター
◆競技　ボッチャ、輪投げ
　　　　スポーツ吹き矢
◆申込期限　11月６日（火）
◆申込み・問い合わせ先
　社会教育課生涯学習室

☎０８５９－５４－５２１２

　

東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
に
向
け
、
機
運
の

醸
成
や
大
会
・
競
技
へ
の
理
解
、
促
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ

ラ
ッ
グ
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
フ
ラ
ッ
グ
が

全
国
を
巡
回
し
て
い
ま
す
。

　

9
月
11
日
に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
よ
り
引
き

継
い
だ
フ
ラ
ッ
グ
が
大
山
町
に
も
や
っ
て

き
ま
し
た
。
１
日
の
み
の
限
定
展
示
で
し

た
が
、
来
庁
さ
れ
た
多
く
の
方
に
見
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
56
年
ぶ
り

に
日
本
で
開
催
さ
れ
る
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
鳥
取
か
ら
も
盛
り
上

げ
ま
し
ょ
う
。

中
学
生
が
赤
ち
ゃ
ん
と
ふ
れ
あ
い
会

　

町
内
の
各
中
学
校
が
、
３
年
生
を
対
象

に
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
会
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
将
来
親
と
な
る
世
代
が
、
赤
ち
ゃ

ん
の
ぬ
く
も
り
や
親
の
思
い
に
ふ
れ
る
こ

と
で
、
命
の
大
切
さ
と
子
育
て
に
つ
い
て

学
び
、
自
ら
の
将
来
を
考
え
る
機
会
と
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

講
師
は
、
県
内
で
活
躍
す
る
子
育
て
支

援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
松
本
寿
栄
子
さ
ん
と

助
産
師
・
田
中
恵
子
さ
ん
で
、
ス
タ
ッ
フ

に
は
町
の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
も

加
わ
り
、
手
遊
び
や
、
抱
っ
こ
の
仕
方
を

中
学
生
に
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
し
た
。

　

中
学
生
か
ら
は
、「
子
育
て
中
の
お
母
さ

ん
は
大
変
だ
と
思
っ
た
。
改
め
て
育
て
て

く
れ
た
親
を
あ
り
が
た
い
と
思
っ
た
」「
自

分
も
こ
う
や
っ
て
育
て
て
も
ら
っ
た
ん
だ

と
思
っ
た
」
と
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
し
た
赤
ち
ゃ
ん
の
保
護
者
か

ら
も
、「
中
学
生
が
慣
れ
な
い
な
が
ら
も
一

生
懸
命
接
し
て
く
れ
て
う
れ
し
か
っ
た
」

「
わ
が
子
の
将
来
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が

で
き
、
子
育
て
の
励
み
に
な
っ
た
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
れ
あ
い
会
は
毎
回
、
約
20
組
の
赤
ち
ゃ

ん
親
子
が
参
加
し
て
お
り
、
同
じ
世
代
の

赤
ち
ゃ
ん
を
持
つ
親
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
づ
く
り
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

▲中山中学校（９月26日）

▲大山中学校（９月18日） ▲名和中学校（10月2日）



18平成 30 年 11 月

　

大
山
町
教
育
委
員
会
で
は
、
大
山
寺
旧

境
内
西
楽
院
等
石
垣
復
旧
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

西
楽
院
は
明
治
８
年
ま
で
大
山
寺
の
本

坊
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
立
派
な
切
石
積
の

石
垣
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
石
垣
復
旧
で

は
、
度
重
な
る
災
害
な
ど
に
よ
り
傷
ん
だ

石
垣
を
、
調
査
と
並
行
し
て
解
体
と
積
み

直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
部
に
地
盤
沈

下
や
石
材
の
欠
損
が
あ
り
、
完
全
に
元
通

り
と
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
文
化
財
と
し
て

本
来
の
石
垣
の
姿
を
復
元
し
、
そ
の
記
録

も
残
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
復
旧
工
事
は
11
月
末
ま
で
の
予
定

で
す
。
工
事
の
様
子
は
見
学
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
（
社
会
教
育
課　

文
化
財
室
）

国
史
跡
大
山
寺
旧
境
内
の

石
垣
を
復
旧
中
！

ま
ち
の
た
か
ら
（
44
）
〜
文
化
財
室
通
信
〜

シ
リ
ー
ズ　

「
日
本
遺
産
」
外
伝 

二

　

今
回
か
ら
、
日
本
遺
産
の
ス
ト
ー
リ
ー

を
価
値
付
け
し
て
い
る
構
成
文
化
財
や
指

定
等
文
化
財
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

御み
こ
し
ぎ
ょ
う
こ
う

輿
行
幸
（
御み
ゆ
き幸
）

　

平
安
時
代
中
期
の
天
慶
２（
９
３
９
）年
、

平
将
門
が
謀
反
を
起
こ
し
た
と
き
、
大
山

寺
は
朝
廷
の
祈
願
所
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、

勅
使
の
命
を
受
け
、
将
門
平
定
の
祈
願
法

要
を
行
う
た
め
に
各
々
の
堂
社
の
本
尊
を

御
輿
に
乗
せ
、
一
か
所
に
集
め
て
法
要
を

行
っ
た
こ
と
が
御
幸
の
始
ま
り
だ
と
伝
わ

り
ま
す
。
そ
の
後
、
毎
年
４
月
24
日
の
大

山
さ
ん
の
春
祭
り
の
日
に
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
、
祭
り
の
様
相
は
派
手

に
な
り
、
御
輿
の
数
も
七
社
ま
で
増
え
、

領
内
村
々
に
対
し
て
前
年
か
ら
役
割
を
振

り
当
て
ら
れ
ま
し
た
。『
大
山
寺
縁
起
』
に

も
登
場
す
る
八
大
竜
王
の
幟
を
先
頭
に
、

面
、
獅
子
、
拍
子
方
、
下
山
明
神
、
霊
像

権
現
の
幟
に
先
払
い
、
鉄
砲
組
、
奉
行
と

３
０
０
人
も
の
人
々
に
守
ら
れ
た
も
の
で

し
た
。
行
列
の
中
心
は
大
山
寺
の
本
尊
で

あ
る
大
智
明
権
現
の
御
輿
で
、
最
も
厳
重

に
守
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
を
安
全
に
行
う
た
め
、
幕
府

は
鳥
取
藩
に
命
じ
て
50
人
の
士
卒
を
警
固

に
あ
た
ら
せ
ま
し
た
。
そ
の
様
子
は
、
鳥

取
県
立
博
物
館
所
蔵
の
『
大
山
寺
博
労
市

図
』
に
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代

中
期
以
降
、
春
祭
り
の
日
に
は
博
労
座
で

牛
馬
市
も
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
そ

れ
は
大
変
な
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

廃
仏
毀
釈
後
、
元
の
大
山
寺
領
内
の
人
々

の
信
仰
に
支
え
ら
れ
、
御
輿
の
数
は
減
り

な
が
ら
も
続
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
道
具
の

焼
失
な
ど
で
一
度
途
絶
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
二
基
の
御
輿
の
修
復
を
経
て
、

昭
和
62
年
に
御
幸
は
復
活
し
、
現
在
は
３

年
に
１
度
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
な
「
御
輿
行
列
」

　

今
年
の
５
月
20
日
、
大
山
開
山
１
３
０
０

年
の
幕
開
け
と
し
て
、
大
山
寺
で
は
開
創

法
要
が
執
り
行
わ
れ
、
御
輿
行
列
が
参
道

を
練
り
歩
き
ま
し
た
。

　

こ
の
行
列
は
、
女
性
も
担
ぎ
手
と
な
っ

た
こ
と
、
大
山
寺
と
の
因
縁
が
あ
る
三
徳

山
三
佛
寺
の
御
輿
が
担
が
れ
た
こ
と
が
画

期
的
で
、
こ
の
特
別
な
日
に
御
輿
行
列
が

彩
り
を
添
え
ま
し
た
。

大
神
山
神
社
奥
宮
八
角
御
輿

　

大
神
山
神
社
奥
宮
社
殿
の
中
に
は
、
御

輿
行
幸
の
花
形
で
あ
る
御
輿
が
保
管
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

八
角
造
り
の
大
型
御
輿
で
、
神
輿
高
３
・

18
ｍ
、
担
ぎ
棒
を
含
め
た
全
長
は
５
・
57

ｍ
を
測
り
ま
す
。
寛
政
８
（
１
７
９
６
）

年
の
火
災
で
焼
失
し
た
た
め
、
伯
耆
国
日

野
郡
黒
坂
村
の
人
々
に
よ
っ
て
文
化
11

（
１
８
１
４
）
年
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
で
す
。

担
ぎ
棒
に
は
、
そ
の
こ
と
を
示
す
銘
が
残

り
ま
す
。

　

平
成
14
年
度
の
国
民
文
化
祭
に
合
わ
せ

て
、
こ
の
御
輿
は
保
存
修
理
を
さ
れ
ま
し

た
。
町
内
に
あ
る
御
輿
で
は
最
大
で
、
御

幸
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
大
智
明
権
現

の
御
輿
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
15
年
12

月
２
日
に
大
山
町
指
定
文
化
財
と
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
文
化
財
室
）▲大神山神社奥宮の八角神輿

▲石垣解体の様子

きょういく通信
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No.162

「紙芝居「大山日本遺産物語」上演会
＆ お地蔵さまを描こう」

11月10日（土）14時～ /図書館名和分館（名和公民館内）
　大山開山 1300 年を記念して、「大山日本遺産物語」の紙芝居を制作された吉島潤承さん（前大山寺支
院圓流院館長）に演じていただきます。その後、２作品のうちの１作品の絵を描かれた薄井恵子さんと
一緒にお地蔵さまを描きましょう。
◆紙芝居　　14 時～ 15 時（申込不要）
◆お絵描き　15 時 15 分～ 16 時 15 分（要申込・先着 20 名）

図書　　　の紹介
  一般・文学  

☆文字渦 / 円城 塔

☆幸田文全集　１〜 23 / 幸田 文

☆引火点 / 笹本 稜平

☆つかのまのこと / 柴崎 友香

  その他  

☆サリン事件死刑囚中川智正との対話 / アンソニー トゥー

☆走り続ける力 / 山中 伸弥

☆台風についてわかっていることいないこと / 蔭山 克秀

☆体にうれしい藤井めぐみのまいにち納豆 / 藤井 恵

  児童書・絵本  

☆妖怪ビジュアル大図鑑 / 水木 しげる

☆おどろき！変身する生き物 / 学研プラス

☆うずらかあさんとたまご / 島野 雫

☆みえるとかみえないとか / ヨシタケ シンスケ

３日（土）	 大山町ブックマルシェ（本館）
　・本のリサイクル市／ 9：00 〜 16：00
　・麦の会 in 図書館／ 11：00 〜 11：30
※詳しくはチラシか広報 10 月号の「うるお

い通信」をご覧ください。

10日（土）	 おはなし図書館（本館）
	 11：00 〜 11：30

11月の図書館

申し込み、お問い合わせは、
大山町立図書館名和分館へ

～本館の休館について～
期間：11 月 12 日（月）～ 26 日（月） 2018読書週間：標語

「ホッと一息　本と一息」
10/27（土）～11/9（金）

　本といっしょにちょっと一息つきませんか。
読みたかった本やお気に入りの一冊を開きま
しょう。図書館では、本探しや調べもののお手
伝いもいたします。まずはお気軽に図書館へお
出かけください。

　本館は、空調設備工事のため、上記の期間を休

館します。

　期間中、本館の本は、貸し出しできませんが、

分館は通常どおり開館していますので、ご利用く

ださい。

　ご不便をおかけしますが、ご理解いただきます

ようお願いします。
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人
権
の
つ
ぼ  

160
大
山
町
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー	

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
２
８
６

大
山
町
茶
畑
１
０
７
７
‐
３	

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
８
５
９
‐
５
４
‐
２
４
１
３

災
害
と
人
権

　

災
害
列
島
日
本
。

　

今
年
も
７
月
に
は
、
西
日
本
豪
雨
が
あ

り
、続
い
て
台
風
20
号
、台
風
21
号
が
襲
い
、

９
月
６
日
に
は
震
度
７
の
北
海
道
胆
振
東

部
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
現
在
で
も
多

く
の
方
が
避
難
生
活
を
送
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

９
月
11
日
に
は
、
第
４
回
み
ん
な
の
人

権
セ
ミ
ナ
ー
で
、
日
野
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
山
下
弘
彦
さ
ん
に
「『
災

害
と
人
権
』
災
害
に
も
強
い
地
域
づ
く
り

～
顔
の
見
え
る
関
係
づ
く
り
と
支
え
合
い

活
動
～
」
の
テ
ー
マ
で
講
演
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
普
段
か
ら
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
と
結
び
つ
き
が
、
防

災
、
減
災
に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ
る

こ
と
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

〈
被
災
と
人
権
〉

　

ま
ず
、
災
害
が
発
生
し
た
直
後
に
は
、

生
命
そ
の
も
の
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。

続
い
て
食
料
や
水
、
安
全
の
確
保
や
医
療

な
ど
、
生
存
権
の
保
障
が
一
番
の
課
題
に

な
り
ま
す
。

　

避
難
場
所
に
避
難
し
た
場
合
に
は
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
を
含
め
た
個
人
の
尊
厳
や
幸

福
追
求
権
な
ど
の
保
障
が
課
題
と
な
り
ま

す
。

　

大
人
は
仕
事
を
奪
わ
れ
、
子
ど
も
た
ち

も
学
習
の
場
を
奪
わ
れ
ま
す
。
緊
急
の
段

階
を
過
ぎ
て
、
復
旧
、
復
興
の
段
階
に
な

る
と
住
居
や
雇
用
、
教
育
な
ど
の
社
会
的
、

経
済
的
な
権
利
の
保
障
が
重
要
に
な
っ
て

き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
災
害
か
ら
の
復
興
の
過
程
の

な
か
で
、
被
災
さ
れ
た
人
の
人
権
が
保
障

さ
れ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

◆
日
時　

11
月
26
日
（
月
）
19
時
～

◆
場
所　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

◆
演
題　
「
私
た
ち
の
周
り
に
あ
る
Ｄ
Ｖ
／

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
～
見
聞
き
し
た
時
の
対
応

に
つ
い
て
」

◆
講
師　

伊
田
広
行
さ
ん
（
Ｄ
Ｖ
加
害
プ

ロ
グ
ラ
ム
・
Ｎ
Ｏ
Ｖ
Ｏ
（
ノ
ボ
）
運
営
、

立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
）

◆
そ
の
他　

①
小
学
校
入
学
ま
で
を
対
象
に
託
児
を
設

置
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
お

子
さ
ん
の
お
名
前
・
年
齢
を
添
え
て
、

人
権
推
進
室
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

②
手
話
通
訳
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
人

権
推
進
室
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
介
護
課
人
権
推
進
室
（
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
内
）

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
２
２
８
６

℻
０
８
５
９
‐
54
‐
２
４
１
３

〈
災
害
と
人
権
侵
害
〉

　

子
ど
も
や
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
、

病
気
の
方
、
外
国
人
な
ど
の
「
要
支
援
者
」

は
、
避
難
所
の
中
で
も
、
情
報
が
受
け
取

れ
な
い
、
移
動
が
自
由
に
で
き
な
い
な
ど
、

避
難
生
活
で
も
よ
り
不
自
由
な
生
活
を
強

い
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
女
性
や
子
育
て
の

視
点
か
ら
の
対
策
も
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、
看
過
で
き
な
い
問
題
は
、
偏

見
に
基
づ
く
差
別
な
ど
の
人
権
侵
害
で
す
。

　

東
日
本
大
震
災
で
は
、
福
島
第
一
原
子

力
発
電
所
の
事
故
で
福
島
県
か
ら
県
外
に

避
難
し
た
人
た
ち
が
、
避
難
先
で
心
無
い

差
別
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
住

み
慣
れ
た
故
郷
を
離
れ
避
難
生
活
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
人
が
、
避
難
先
で
い
わ

れ
の
な
い
差
別
を
受
け
る
よ
う
な
こ
と
は

決
し
て
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

男 女 共 同
参 画 講 座

兼

第6回
みんなの人権
セミナー
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お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

優
秀
経
営
農
林
水
産
業
者
等
表
彰

　

鳥
取
県
優
秀
経
営
農
林
水
産
業
者
等
の

表
彰
式
が
、
10
月
10
日
に
知
事
公
邸
で
行

わ
れ
、
日
ご
ろ
か
ら
意
欲
的
に
農
林
水
産

業
に
取
り
組
み
、
地
域
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
方
々
に
、
平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事
よ
り

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
町
か
ら
は
５
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

優
秀
経
営
農
林
水
産
業
者

園
芸
・
農
産	

鹿
島　

功
さ
ん
（
塩　

津
）

畜
産	

西
山
友
之
さ
ん
（
香　

取
）

農
林
水
産
業
功
労
者

畜
産	

佐
藤　

修
さ
ん
（
萩　

原
）

未
来
を
担
う
青
年
農
林
水
産
業
者

園
芸
・
農
産	

坂
田
裕
明
さ
ん
（
新　

栄
）

い
き
い
き
農
林
水
産
業
者

園
芸
・
農
産	
荒
木
正
昭
さ
ん
（
退
休
寺
）

中
学
生
が
姉
妹
都
市
の
文
化
を
体
験

韓
国
・
襄
陽（
や
ん
や
ん
）郡
訪
問

▲
左
か
ら
荒
木
さ
ん
、
鹿
島
さ
ん
、
佐
藤
さ
ん
、

平
井
知
事
、
西
山
さ
ん
、
坂
田
さ
ん

▶
郡
庁
に
て
記
念
撮
影

　

大
山
町
の
中
学
生
14
名
が
、
８
月
７
日

～
10
日
の
４
日
間
、
姉
妹
都
市
の
韓
国
襄

陽
郡
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

大
山
町
と
襄
陽
郡
の
中
学
生
の
交
流
は
、

隔
年
で
相
互
に
訪
問
を
し
て
い
ま
す
。

　

訪
問
し
た
中
学
生
は
襄
陽
郡
庁
で
郡
守

を
始
め
と
す
る
職
員
の
み
な
さ
ん
か
ら
手

厚
い
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
襄
陽
郡

内
に
あ
る
寺
院
や
遺
跡
博
物
館
な
ど
の
見

学
や
体
験
を
通
し
て
、
隣
国
で
あ
る
韓
国

の
文
化
に
ふ
れ
た
り
、
襄
陽
郡
の
み
な
さ

ん
と
の
交
流
を
深
め
た
り
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
中
学
生
は
「
郡
庁
を
訪
問
し

た
時
に
、
た
く
さ
ん
の
方
が
出
迎
え
て
く
だ

さ
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
」「
韓
国
の
人
は
日

本
に
興
味
が
あ
る
人
が
多
い
と
感
じ
た
」「
２

日
目
に
水
陸
両
用
車
に
乗
っ
た
。
運
転
手
さ

ん
が
お
も
し
ろ
い
方
で
言
葉
は
通
じ
な
か
っ

た
が
、楽
し
か
っ
た
」「
親
切
に
し
て
も
ら
い
、

よ
り
韓
国
が
好
き
に
な
っ
た
」
な
ど
と
韓
国

訪
問
の
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

環
境
保
護
に
関
心
を
！

　

9
月
27
日
に
「
第
55
回
西
部
地
区
野

鳥
巣
箱
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
野
鳥
保
護
の

理
解
と
関
心
を
深
め
る
目
的
で
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
、
西
部
地
区
の
小
・
中

学
校
か
ら
２
３
０
点
の
応
募
が
あ
り
、

入
賞
作
54
点
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。
入

賞
作
品
は
全
県
の
「
野
生
動
物
の
す
み

か
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
出
品
さ
れ
ま
す
。

大
山
町
関
係
の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
大
山
町
長
賞
】

　
　

原
口　

朋
也
さ
ん
（
大
山
小
）

　
　

齋
木　

星
那
さ
ん
（
大
山
中
）

【
大
山
町
教
育
長
賞
】

　
　

兠
山　

真
希
さ
ん
（
大
山
中
）

　
　

相
原　

夢
果
さ
ん
（
大
山
中
）

【
西
部
町
村
会
長
賞
】

　
　

大
森　

颯
汰
さ
ん
（
大
山
中
）

【
新
日
本
海
新
聞
社
社
主
賞
】

　
　

飯
田
宗
一
郎
さ
ん
（
大
山
中
）

【
優
秀
賞
】

　
　

松
原　

優
吾
さ
ん
（
大
山
中
）

まちの話題
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お
知
ら
せ

10
月
１
日
ダ
イ
ヤ
改
正

日
本
交
通
バ
ス
下
市
線
が

イ
オ
ン
に
接
続
、よ
り
便
利
に
！

　

日
本
交
通
バ
ス
下
市
線
（
下
市
入
口

～
米
子
駅
）
は
、
通
院
や
買
い
物
等
に

利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で

下
市
入
口
か
ら
米
子
駅
間
を
４
往
復
し

て
い
た
バ
ス
の
う
ち
、
１
往
復
を
下
市

入
口
か
ら
イ
オ
ン
東
館
に
運
行
区
間
を

変
更
す
る
な
ど
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

　

ま
た
米
子
地
区
で
は
こ
の
ダ
イ
ヤ
改

正
に
併
せ
て
、
新
た
に
イ
オ
ン
東
館
と

米
子
市
中
心
部
を
循
環
す
る
循
環
線
の

運
行
が
始
ま
り
ま
し
た
。
下
市
線
か

ら
イ
オ
ン
東
館
で
循
環
線
に
乗
り
継
ぐ

（
割
引
あ
り
）
と
、米
子
医
療
セ
ン
タ
ー
、

山
陰
労
災
病
院
、
天
満
屋
、
高
島
屋
、

米
子
駅
に
も
便
利
で
す
。

　

便
利
に
な
っ
た
下
市
線
、
循
環
線
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

◦
下
市
線
に
関
す
る
こ
と

	

日
本
交
通
（
株
）
米
子
営
業
所

☎
０
８
５
９
‐
33
‐
９
１
１
６

◦
循
環
線
に
関
す
る
こ
と

	

日
本
交
通
（
株
）
米
子
営
業
所

☎
０
８
５
９
‐
33
‐
９
１
１
６

	

日
の
丸
自
動
車
（
株
）
米
子
支
店

☎
０
８
５
９
‐
32
‐
２
１
２
３ 

	

鳥
取
県
西
部
地
域
公
共
交
通
活
性
化

協
議
会
（
鳥
取
県
地
域
振
興
部
交
通

政
策
課
内
）

☎
０
８
５
７
‐
26
‐
７
６
４
１

【下市線ダイヤ】（平成 30 年 10 月 1 日改正）

米
子
駅
行
き

下市入口 イオン東館 米子駅
8：05 → 8：55
10：03 10：38
15：00 → 15：50
18：10 → 19：02

下
市
入
口
行
き

米子駅 イオン東館 下市入口
7：05 → 7：57
9：00 → 9：50

14：10 14：45
17：10 → 18：03

* 太字は土、日、祝日と 8 月 13 〜 15 日運休します。
　→印は、イオン東館には停まりません。
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働
き
世
代
の
た
め
の

生
活
習
慣
病
予
防
講
習
会

　

参
加
者
募
集

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す

　

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
利
用
を
希
望

さ
れ
る
方
へ
キ
ッ
ト
を
配
布
し
ま
す
。
万
一

の
緊
急
時
の
備
え
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

◆
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
と
は

　

か
か
り
つ
け
の
病
院
や
持
病
、
薬
の
服

薬
情
報
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
を
記
入
し
た

用
紙
を
専
用
の
保
管
容
器
に
入
れ
、
自

宅
の
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
お
く
こ
と
で
、

万
一
の
緊
急
時
に
備
え
る
も
の
で
す
。
か

け
つ
け
た
救
急
隊
が
情
報
を
確
認
す
る
こ

と
で
、
適
切
で
迅
速
な
処
置
が
可
能
と
な

り
、
ご
家
族
へ
の
連
絡
も
ス
ム
ー
ズ
に
行

え
ま
す
。

◆
配
布
対
象
者

　

大
山
町
内
に
住
所
を
有
し
、
救
急
医
療

キ
ッ
ト
の
配
布
を
希
望
さ
れ
る
方
。

◆
配
布
方
法

　

配
布
を
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
の
配
布

場
所
で
配
布
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
キ
ッ
ト
を
お

渡
し
し
ま
す
。

【
配
布
場
所
】

◦
住
民
課

◦
大
山
支
所
建
設
課
総
合
窓
口
室

◦
中
山
支
所
地
籍
調
査
課
総
合
窓
口
室

◦
福
祉
介
護
課

◆
費
用

　

希
望
者
の
方
へ
無
償
で
配
布
し
ま
す
。

◆
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
内
容

⑴ 

保
管
容
器

⑵ 

医
療
情
報
記
載
用
紙

⑶ 

玄
関
用
シ
ー
ル

⑷ 

冷
蔵
庫
用
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ル

　

昨
年
に
引
き
続
き
標
記
の
講
習
会
を
行

い
ま
す
。
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
健

康
に
関
す
る
お
話
と
、
塩
分
を
減
ら
し
て

も
料
理
を
美
味
し
く
す
る
工
夫
を
お
教
え

し
ま
す
。
地
域
の
み
ん
な
で
一
緒
に
な
っ

て
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

お
誘
い
あ
わ
せ
て
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◆
日　

時　

12
月
9
日
（
日
）

　
　
　
　
　

10
時
～

◆
場　

所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

◆
内　

容　

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る

講
話
、
調
理
実
習
な
ど

◆
定　

員　

30
人

◆
締　

切　

11
月
30
日
（
金
）

◆
参
加
費　

無
料

◆
携
行
品　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　
　

筆
記
用
具

◆
申
込
み
先

　

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会
事
務
局
（
健

康
対
策
課
内
）

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
６

※
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
の
配
布
は
１
世

帯
１
セ
ッ
ト
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
医

療
情
報
記
載
用
紙
に
つ
い
て
は
、
利
用

を
希
望
さ
れ
る
方
全
員
に
配
布
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

福
祉
介
護
課☎

０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
７

◆救急医療情報キットの使い方◆
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はい！消費生活相談窓口です

宅配便業者の名前を使い
　　不在通知のショート

メッセージ（ＳＭＳ）が！
　実在の社名をかたり、ショートメッセージで不在通知が
届いた、という相談が全国的に増加しています。このメー
ルから偽サイトに誘導して、不審なアプリをインストール
させる仕組みになっています。
　知らないうちに大量のＳＭＳを送信されたり、買い物を
決済されていたりするなど、被害が発生しています。
　インストールしてしまった場合、スマートフォンは機内
モードにして悪用されることを阻止してください。不審ア
プリを削除、初期化など対処をする必要があります。携帯
電話会社に相談をしてください。

＊不審なメールは無視をしましょう。

お客様にお荷物のお
届けがありましたが、
不在のため持ち帰り
ました。配送物は下
記よりご確認くださ
い。
https:// ○○ - ○○
○○

◆ お気軽に消費生活相談窓口をご利用ください ◆
住民課　　☎ 0859-54-5210 （平日）　　鳥取県消費生活センター　☎ 0859-34-2648

不在通知は

家にくるはず！

無視だ！

西
部
消
防
局
か
ら

11
月
9
日
は

『
１
１
９
番
の
日
』で
す

▼
通
報
時
は
、
落
ち
着
い
て
係
員
の
質
問

に
答
え
て
く
だ
さ
い
。
い
ざ
と
い
う
時

に
備
え
て
、電
話
の
そ
ば
に
住
所
、名
前
、

電
話
番
号
を
記
入
し
た
メ
モ
を
準
備
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
携
帯
電
話
か
ら
の
通
報
は
災
害
現
場
の

地
点
特
定
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
付
近
の
目
標

と
な
る
建
物
や
住
居
表
示
な
ど
を
確
認

し
て
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

防
火
標
語

「
忘
れ
て
な
い
？　

サ
イ
フ
に

ス
マ
ホ
に　

火
の
確
認
」

〔
実
施
期
間
〕

　

11
月
９
日
（
金
）
～
11
月
15
日
（
木
）

コ
ン
ロ
、
暖
房
機
器
、
離
れ
る
と
き
は
、

火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

【偽メールの例】

　

平
成
28
年
12
月
に
発
生
し
た
新
潟
県
糸

魚
川
市
大
規
模
火
災
の
教
訓
を
踏
ま
え
、

小
規
模
な
飲
食
店
等
に
対
す
る
消
火
器
具

の
設
置
義
務
が
強
化
さ
れ
ま
す
。

　

消
火
器
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

防
火
対
象
物
と
し
て
、
飲
食
店
等
で
延
べ

面
積
１
５
０
㎡
未
満
の
も
の
の
う
ち
、
火

を
使
用
す
る
設
備
ま
た
は
器
具
（
防
火
上

有
効
な
措
置
と
し
て
総
務
省
令
で
定
め
る

措
置
が
講
じ
ら
れ
た
も
の
を
除
く
。）
を
設

け
た
も
の
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

　

飲
食
店
を
経
営
さ
れ
ま
す
事
業
者
の
皆

さ
ま
に
は
、
法
令
改
正
の
趣
旨
を
ご
理
解

の
う
え
、
２
０
１
９
年
10
月
1
日
ま
で
に

消
火
器
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

今
後
、
当
局
か
ら
法
改
正
の
ご
案
内
及
び

現
地
確
認
等
を
行
う
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
最
寄
り
の
消
防
署
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

	

消
防
局
予
防
課

☎
０
８
５
９
‐
35
‐
１
９
５
４

	

大
山
消
防
署☎

０
８
５
９
‐
39
‐
５
０
０
２

消
防
法
が

改
正
さ
れ

ま
し
た
！
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クマの出没に注意を！
　クマは、冬眠前にエサを求め活発に行動します
が、今年の秋は山中でのエサ不足が予想されてお
り、柿や栗等を求めて集落周辺等へ出没する可能
性があります。広報だいせん７月号に掲載の注意
事項も参考にして、田畑で農作業をされる際や山
菜採りなどで入山される際にはご注意ください。

「出会わないようにすること」が一番重要！
◦集落周辺等にエサとなる誘因物（生ごみや放棄
作物）を放置しない。
◦柿や栗等の早期収穫。
◦鈴やラジオを鳴らす、声を出して人の存在を知
らせる。
◦入山時は複数人で行動する。
◦においの強い食べ物などを持ち込まない。
◦クマの気配や痕跡があったらすぐにその場を立
ち去る。

出会ってしまっても慌てず冷静に！
【クマがこちらに気付いていない場合】
気付かれないように静かにその場を立ち去る。

【クマがこちらに気付いている場合】
ゆっくりと、背中を見せず後退する。
クマとの間に立木などの障害物をはさむ。

【クマが攻撃してきた場合】
手に持っている物や丈夫な木の棒などで、クマ
の鼻先や目を攻撃する。
クマ撃退スプレーを持っている場合は、クマの
顔めがけて噴射する。
攻撃を避けられない場合は、膝をついて身をか
がめ、頭・首を守る。

クマの目撃情報は、
農林水産課（☎0858-58-6116）へお寄せください。

混
合
粗
大
ご
み
の
受
入
れ
を
し
ま
す

　

ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
混
合
粗
大
ご

み
の
処
理
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
名
和
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
持
ち
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
が
対
象
と

な
り
ま
す
の
で
、
事
業
所
ご
み
の
持
ち
込

み
は
受
け
入
れ
し
ま
せ
ん
。

○
混
合
粗
大
ご
み
と
は

【
燃
え
る
物
と
燃
え
な
い
物
が
一
緒
に

な
っ
て
い
て
、
自
力
で
の
分
別
が
困
難

な
粗
大
ご
み
】

例
）
電
気
毛
布
、
電
気
カ
ー
ペッ
ト
、
ス
プ
リ

ン
グ
入
り
ソ
フ
ァ
ー
、
マッ
サ
ー
ジ
チ
ェア
、
オ

ル
ガ
ン
、
木
製
の
台
付
き
ミ
シ
ン
、ゴ
ル
フ
バッ

グ
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
な
ど

※
ね
じ
等
で
接
合
し
て
あ
り
、
容
易
に
分
解

で
き
る
も
の
は
持
ち
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

※
係
員
が
混
合
粗
大
ご
み
で
は
な
い
と
判
断

し
た
場
合
、
受
け
入
れ
で
き
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
18
日
（
日
）

	

９
時
～
12
時
／
13
時
～
15
時

◆
持
ち
込
み
場
所　

	

名
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

◆
手
数
料　

10
㎏
あ
た
り
２
０
５
円

●
当
日
、
混
合
粗
大
ご
み
以
外
は
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

※
手
数
料
は
、
持
ち
込
み
場
所
に
お
い
て
、

現
金
で
お
支
払
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課   

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
１
０

　

大
山
支
所
総
合
窓
口
室

　

☎
０
８
５
９
‐
53
‐
３
３
１
１

　

中
山
支
所
総
合
窓
口
室

　
　

☎
０
８
５
８
‐
58
‐
６
１
１
１

※
当
日
の
連
絡
先　

名
和
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
３
５
２

鳥
取
県
民
手
帳

好
評
発
売
中
!!

１
冊
　
７
０
０
円
（
税
込
）

　

ご
希
望
の
方
は
、
本
庁
総
務
課
、
各

支
所
総
合
窓
口
室
、
名
和
公
民
館
で
お

求
め
く
だ
さ
い
。
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今
年
度
も
、
仲
間
と
共
に
生
活
習
慣
の

改
善
に
取
り
組
む
講
座
を
４
回
シ
リ
ー
ズ

で
開
講
し
ま
す
。
自
分
の
生
活
習
慣
を
見

直
し
て
、
こ
の
冬
を
ス
ッ
キ
リ
と
過
ご
し

ま
せ
ん
か
？

①
11
月
27
日
（
火
）

	

13
時
～
15
時

	

講
話
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
糖
尿
病
」

	
講
師
：
名
和
診
療
所

	

　
　
　
　
　
　

山
田
ま
ど
か
所
長

※
講
演
の
み
の
参
加
は
、
申
込
不
要
で
す
。

②
12
月
21
日
（
金
）

	

９
時
30
分
～
13
時
30
分

	

演
習
「
日
々
の
食
事
で
脱
メ
タ
ボ
！
」

	

講
師
：
管
理
栄
養
士

脱
メ
タ
ボ
健
康
塾

　

今
月
号
か
ら
、
町
長
の
情
報
発
信

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
県
内
で
も
い
く
つ
か
の
自
治
体

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
首
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
活
動
記
録
に
あ
わ
せ
た
所
感
な

ど
を
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
を
少
し
真
似
さ

せ
て
も
ら
い
ま
す
。

　

町
職
員
向
け
に
は
不
定
期
で
す
が
、

今
年
に
入
っ
て
か
ら
役
場
の
シ
ス
テ

ム
を
使
っ
て
情
報
発
信
を
し
て
い
ま

す
。
す
べ
て
の
職
員
が
興
味
を
持
っ

て
、
私
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
ん
で
い

る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
あ
る
程

度
、
町
政
の
方
針
や
政
策
の
考
え
方

な
ど
、
仕
事
の
方
向
性
を
考
え
る
と

き
に
役
立
ち
そ
う
な
こ
と
を
伝
え
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
た
び
は
そ
の
範
囲

を
拡
大
し
て
、
町
内
全
戸
に
配
布
さ

れ
る
広
報
だ
い
せ
ん
を
活
用
し
て
、

政
策
に
関
し
て
の
考
え
方
を
は
じ
め

と
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
発
信

し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

毎
月
1
回
で
は
あ
り
ま
す
が
、
町

民
の
皆
さ
ん
と
情
報
共
有
を
行
い
な

が
ら
、
大
山
町
の
ま
ち
づ
く
り
を
皆

さ
ん
と
と
も
に
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
本
コ
ー
ナ
ー
へ
の

ご
意
見
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
遠
慮

な
く
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
文
責
・
町
長　

竹
口
大
紀
）

※
調
理
実
習
を
行
い
ま
す
。（
材
料
費
２
０
０
円
）

③
1
月
31
日
（
木
）

	

13
時
30
分
～
15
時
30
分

	

講
義
・
演
習

	

　
　
　
「
タ
オ
ル
を
使
って
メ
タ
ボ
体
操
！
」

	

講
師
：
健
康
運
動
指
導
士

	

　
　
　
　
　
　
　

松
田
万
里
さ
ん

※
タ
オ
ル
を
ご
持
参
く
だ
さ
い

④
2
月
27
日
（
水
）

	

13
時
30
分
～
15
時
30
分

	

ふ
り
か
え
り

※
健
康
ミ
ニ
講
話

※
骨
密
度
・
血
管
年
齢
測
定

◆
対
象　

お
お
む
ね
70
歳
以
下
で
、
お
腹

ま
わ
り
の
気
に
な
る
方

◆
場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
わ

◆
申
込
期
限　

11
月
13
日
（
火
）

◆
申
込
み
先　

健
康
対
策
課

☎
０
８
５
９
‐
54
‐
５
２
０
６

鳥　取　県
最低賃金改正
◆時間額

７６２円
◆発効日
平成30年10月5日

　鳥取県最低賃金は、業種
や規模及び常用・臨時・ア
ルバイト・パート・嘱託な
どの雇用形態や呼称にかか
わらず、県内の事業場で働
くすべての労働者に適用さ
れます。

◆問い合わせ先
　鳥取労働局労働基準部賃金室
☎０８５７-２９-１７０５

絵
画
展
の
ご
案
内

　

大
山
公
民
館
で
、
日
展
作
家
と
院
展

作
家
が
描
く
『
大
山
山
麓
の
美
し
い
風

景
』大
山
芸
術
祭
が
開
か
れ
ま
す
。ぜ
ひ
、

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。（
＊
入
場
無
料
）

◆
期
日　

10
月
26
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　

～
11
月
2
日
（
金
）

◆
展
示
時
間

　

10
時
～
17
時

	

（
最
終
日
は
14

時
で
終
了
）

町長の「余白に書かせて!」
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お
知
ら
せ

大山恵みの
里だより
vol.124

問い合わせ先
大山恵みの里公社
☎0859ー 54ー 6600

道
の
駅

自
慢
の
逸
品
（
そ
の
4
）

　

大
山
町
産
原
料
で
作
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル

人
気
商
品
の
ご
紹
介
、
第
４
弾
は
『
大
山

そ
ば
』
で
す
。

　

８
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
つ
『
大
山

そ
ば
』
は
、
大
山
博
労
座
で
開
か
れ
て
い

た
「
日
本
三
大
牛
馬
市
」
と
も
深
い
関
わ

り
を
も
つ
伝
統
の
味
で
す
。

　

大
山
恵
み
の
里
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
大
山
そ

ば
は
、
そ
ば
粉
に
１
０
０
％
大
山
町
産
の

玄
そ
ば
使
用
。
豊
か
な
そ
ば
の
香
り
が
楽

し
め
る
と
道
の
駅
オ
ー
プ
ン
以
来
、
変
わ

ら
ぬ
人
気
商
品
で
す
。

▼
大
山
恵
み
の
里
の
冬
ギ
フ
ト

　

大
切
な
あ
の
人
へ
の
冬
の
ギ
フ
ト
に
、

「
大
山
の
食
の
恵
み
」を
贈
り
ま
せ
ん
か
？

　

大
山
恵
み
の
里
が
セ
レ
ク
ト
し
た
、
お

す
す
め
地
産
商
品
の
数
々
を
、
ギ
フ
ト
カ

タ
ロ
グ
（
チ
ラ
シ
）
や
大
山
恵
み
の
里

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内
し
ま
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
お

申
込
み
も
可
能
で
す
。（w

w
w
.daisen-

m
egum

inosato.net/　

検
索
：
大
山
恵

み
の
里　

通
販
サ
イ
ト
）

　

こ
の
冬
ぜ
ひ
、「
地
元
の
自
慢
の
逸
品
」

を
ギ
フ
ト
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
ご
案
内
の
開
始
は
11
月
1
日
か
ら
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

▼
11
月
24
日（
土
）は
、

道
の
駅「
わ
い
わ
い
恵
み
市
」へ

　

当
日
は
道
の
駅
前
面
駐
車
場
に
特
設
会

場
を
設
け
、
採
れ
た
て
の
新
鮮
な
野
菜
や

果
物
を
満
載
し
た
軽
ト
ラ
市
や
、
大
山
の

恵
み
を
存
分
に
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
飲

食
ブ
ー
ス
を
展
開
し
ま
す
。

　

ご
家
族
や
お
友
達
と
、
ど
う
ぞ
お
出
か

け
く
だ
さ
い
。
日
程
・
出
店
内
容
な
ど
、

詳
し
く
は
ポ
ス
タ
ー
や
大
山
恵
み
の
里

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ふ
ぐ
処
理
師
試
験
及
び

準
備
講
習
会
が
あ
り
ま
す

　

鳥
取
県
ふ
ぐ
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
条

例
第
５
条
に
規
定
す
る
ふ
ぐ
処
理
師
試
験
、

ま
た
、
そ
れ
に
伴
う
準
備
講
習
会
が
実
施

さ
れ
ま
す
。

ふ
ぐ
処
理
師
試
験

◆
試
験
日　

平
成
31
年
1
月
25
日
（
金
）

	

学
科
試
験
：
10
時
～

	

実
技
試
験
：
13
時
～

◆
場
所　

伯
耆
し
あ
わ
せ
の
郷

◆
受
験
手
続　

12
月
3
日
（
月
）
～
14
日

（
金
）
の
期
間
に
、
規
定
の
書
類
を
添
え

て
、
西
部
総
合
事
務
所
生
活
環
境
局
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
郵
送
は
、
期

間
必
着
。

◆
手
数
料　

９
，０
４
０
円

◆
問
い
合
わ
せ
先

	

西
部
総
合
事
務
所
生
活
環
境
局

☎
０
８
５
９
‐
31
‐
９
３
２
１

ふ
ぐ
処
理
試
験
準
備
講
習
会

◆
日
時　

平
成
31
年
1
月
10
日
（
木
）

◆
場
所　

伯
耆
し
あ
わ
せ
の
郷

◆
受
講
手
続　

12
月
３
日
（
月
）
～
14
日

（
金
）
の
期
間
に
米
子
食
品
衛
生
協
会
事

務
局
（
西
部
総
合
事
務
所
３
階
生
活
環

境
局
内
）
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
受
講
料　

２
６
，５
０
０
円

	

（
食
品
衛
生
協
会
会
員
は
２
３
，０
０
０
円
）

◆
問
い
合
わ
せ
先

	

米
子
食
品
衛
生
協
会
事
務
局

☎
０
８
５
９
‐
35
‐
０
７
０
８

毒
キ
ノ
コ
に
よ
る

食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

夏
の
気
温
が
高
く
、
そ
の
後
の
適
度
な

降
雨
が
あ
り
、
朝
晩
の
気
温
が
低
下
す
る

と
、
多
く
の
キ
ノ
コ
が
発
生
す
る
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　

食
用
の
キ
ノ
コ
と
確
実
に
判
断
で
き
な

い
キ
ノ
コ
は
、『
採
ら
な
い
！
食
べ
な
い
！

売
ら
な
い
！
人
に
あ
げ
な
い
！
』

▲『大山そば（２食入り）』
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お
知
ら
せ

「気軽に筆談セミナー」
（参加無料）

　筆談をお願いされたことはありませ
んか？コツを知れば、よりわかりやす
く伝わります。
◆日時　11月 27日（火）、12月８日（土）
　　　　10時～正午（両日とも）
◆場所　米子コンベンションセンター
　　　　第２会議室
◆対象
筆談に興味のある方、窓口・接客業務
に携わる方（高校生以上）
◆定員　各回30名
◆申込期限　11月 20日（火）
◆申込方法
氏名（ふりがな）、参加日、連絡先、勤
務先（※任意）を記入し、ファクシミ
リまたは電子メールでお申し込みくだ
さい。
◆申込み・問い合わせ先
（特非）全国要約筆記問題研究会鳥取県
支部　事務局（担当・内藤）
☎・FAX ０８５９-２２-２３０１

メール：zenyotottori@yahoo.co. jp

司
法
書
士
に
よ
る

「
無
料
法
律
相
談
会
」

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る

『
こ
こ
ろ
の
相
談
会
』

平
成
30
年
分

年
末
調
整
説
明
会

　

パ
ワ
ハ
ラ
や
サ
ー
ビ
ス
残
業
、
解
雇
・

退
職
な
ど
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
と
そ
の
対
処

法
を
相
談
員
が
解
説
し
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
16
日
（
金
）

　
　
　
　

14
時
～
15
時
30
分

◆
会
場　

米
子
市
立
図
書
館

　
　
　
　

２
階
研
修
室

◆
参
加　

無
料

◆
対
象　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

※
失
業
給
付
受
給
中
の
方
は
、
求
職
活
動

の
実
績
に
な
り
ま
す
。

◆
申
込　

必
要

※
当
日
参
加
も
可
能
で
す
が
、
資
料
準
備

の
た
め
事
前
申
込
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

	

鳥
取
県
中
小
企
業
労
働
相
談
所
み
な
く

る
米
子
（
平
日
9
時
～
17
時
30
分
）

☎
０
１
２
０
‐
６
６
２
‐
３
９
６

労
働
セ
ミ
ナ
ー

「
職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
と
対
処
法
」

～
労
働
相
談
の
現
場
か
ら
～

　

鳥
取
県
司
法
書
士
会
が
相
談
会
を
行
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
22
日
（
木
）
18
時
～
20
時

　
　
　
　
（
前
日
ま
で
に
要
予
約
）

◆
場
所	

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
第
１
会
議
室

◆
内
容　

相
続
・
遺
言
、
不
動
産
の
贈
与
・

売
買
、
商
業
登
記
、
高
齢
者
・
障
が
い

者
の
財
産
管
理
、
借
金
・
多
重
債
務
な

ど
身
の
回
り
の
法
律
相
談

◆
問
い
合
わ
せ
先

	

鳥
取
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
８
５
７
‐
24
‐
７
０
２
４

　

子
ど
も
の
こ
と
、
家
族
や
知
人
の
こ
と
、

自
分
の
こ
と
な
ど
、
日
ご
ろ
気
に
な
っ
て

い
る
悩
み
や
困
り
ご
と
を
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◆
日
時　

11
月
24
日
（
土
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
15
時

◆
場
所	

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー　

第
4
・
5
会
議
室

◆
対
象　

ど
な
た
で
も
可
能
。
要
予
約
。

※
相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ
先

	

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
と
っ
と
り

☎
０
１
２
０
‐
82
‐
５
８
５
８

℻
０
８
５
７
‐
32
‐
５
４
５
４

　

源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
を
対
象
と
し
た

年
末
調
整
説
明
会
が
あ
り
ま
す
。

◆
日
時
・
会
場

①
11
月
19
日
（
月
）

	

13
時
30
分
～
16
時
30
分

	

米
子
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

②
11
月
20
日
（
火
）

	

13
時
30
分
～
16
時
30
分

	

境
港
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ガ
ー
デ
ン

※
両
日
と
も
「
年
末
調
整
説
明
会
」
に
引

き
続
き
、「
消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
等

説
明
会
」
を
行
い
ま
す
。

※
駐
車
場
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
で

き
る
だ
け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

米
子
税
務
署

☎
０
８
５
９
‐
32
‐
４
１
２
１

税務研修会のご案内
「平成30年分

年末調整のしかた」
◦日時　11月22日（木）
13時30分〜16時30分

◦場所　保健福祉センターなわ
◦問い合わせ先
　公益社団法人　米子法人会
☎０８５９-３２-６６１６

指
名
手
配
被
疑
者
の

検
挙
に
ご
協
力
を
！

　

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を
み
か

け
た
ら
、
ど
ん
な
こ
と
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。

警
察
に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
琴
浦
大
山
警
察
署

☎
０
８
５
８
‐
49
‐
８
１
１
０
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お
知
ら
せ

大山チャンネル
11月の主な放送内容

（6：00 / 9：00 / 12：00 / 15：00 / 18：00 / 21：00 / 24：00）

※初回のみ12時スタート

大山チャンネルはデジタル113ch

11／11〜
◆「だいせん 100%TV 〜大山町総合

文化祭特集」
　10 月 27・28 日開催の大山町総合文化祭。この日

のために練習を重ねてきた子どもや住民たちによる

ステージ発表、大山チャンネルが演出を担当した「町

民参加！大山町ウルトラクイズ」など、みどころ満

載でお送りします。

11／1〜、11／21〜
◆「PICK　UPだいせん」
　町のニュース、地域の話題、大山町の知られざる

姿に迫る特集企画など、独自の取材と視点で大山町

の“いま”をお伝えします。

（写真：11月1日放送予定「住民が発掘！光徳に御幸岩!?」）

◆連絡先
　アマゾンラテルナ鳥取大山オフィス

☎０８５８‐５８‐２３１８

月
１
回
中
山
温
泉
で
映
画
を
観
ま
せ
ん
か
？

◆
11
月
上
映
作
品

「
第
九
条
」

　

２
０
Ｘ
Ｘ
年
、
時
の
政
府
は
日
本
国
憲

法
第
九
条
の
改
正
の
検
討
に
入
っ
た
。 

国

民
の
意
思
を
聞
く
た
め
、
諮
問
委
員

会
を
様
々
な
職
種
の
20
代
の
若
者
12

人
の
メ
ン
バ
ー
で
作
っ
た
。
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
第
九
条
の
議
論
を
重
ね

て
行
く
中
で
、
日
本
国
憲
法
成
立
の

歴
史
を
知
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
日
本
の

未
来
を
真
剣
に
考
え
、
自
分
の
想
い

を
吐
露
す
る
。
果
た
し
て
、
激
し
い

意
見
の
格
闘
の
末
、
彼
ら
の
出
し
た

結
論
は
？

◆
日
時　

11
月
17
日（
土
）
10
時
／
14
時
／

　
　
　
　

18
時
半　

3
回
上
映

◆
料
金　

大
人　

８
０
０
円

　
　
　
　

中
学
生
以
下　

５
０
０
円

　
　
　
　

未
就
学
児　

無
料

◆
場
所　

中
山
温
泉
生
活
想
像
館

　
　
　
　

わ
く
わ
く
ホ
ー
ル

◆
問
い
合
わ
せ
先　

中
山
温
泉

☎
０
８
５
８
‐
49
‐
３
３
３
０

◆
主
催　

え
え
が
な
大
山
実
行
委
員
会

　

後
援
：
大
山
町
、
大
山
町
教
育
委
員
会

　

個
人
事
業
主
（
共
同
経
営
者
含
む
）・
会

社
等
の
役
員
の
方
が
事
業
を
廃
止
さ
れ
た

場
合
に
備
え
て
、
あ
ら
か
じ
め
資
金
を
準

備
し
て
お
く
共
済
制
度
で
、「
小
規
模
企
業

の
経
営
者
の
た
め
の
退
職
金
制
度
」
と
い

え
ま
す
。
特
徴
は
、掛
金
が
全
額
所
得
控
除
。

毎
年
、
掛
金
が
所
得
控
除
と
な
る
た
め
節

税
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
（
独
）中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
が
運
営

し
、
商
工
会
、
商
工
会
議
所
、
青
色
申
告
会
、

金
融
機
関
の
窓
口
で
取
り
扱
い
し
て
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

	

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構

	

共
済
相
談
室

☎
０
５
０
‐
５
５
４
１
‐
７
１
７
１

小
規
模
企
業
共
済
制
度

を
ご
存
知
で
す
か
？

人
事
異
動【
10
月
1
日
付
】

（
＊
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

▼
健
康
対
策
課
主
幹　

金
田　

弘
美（
住
民
課
主
幹
）

▼
健
康
対
策
課
主
幹　

谷　

麻
紀
子（
住
民
課
主
幹
）

▼
財
務
課
主
幹　
　
　

柏
木　

千
秋（
建
設
課
主
幹
）

▼
建
設
課
主
幹　
　
　

木
町
由
佳
理（
財
務
課
主
幹
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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私たちのまち（10 月１日現在）

◯人　口；１６, ３９９人（　ー４）

　　男　：　７, ９１１人（　　４）

　　女　：　８, ４８８人（　ー８）

◯世帯数；５, ７２５世帯（　１０）

今月の税・保険料
国民健康保険税	 （６期）

納期限11月30日（金）
※期限までに納めましょう

　

今
月
号
か
ら
、
町
長
の
コ
ラ
ム
連
載
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
連
載
を
開
始
す
る

に
あ
た
っ
て
一
番
迷
っ
た
の
が
コ
ー
ナ
ー

タ
イ
ト
ル
で
す
。「
伝
心
録
」、「
徒
然
日
記
」

や
「
育
」
な
ど
40
ぐ
ら
い
あ
っ
た
タ
イ
ト

ル
候
補
の
中
か
ら
見
つ
け
た
の
が
『
余
白
』

と
い
う
言
葉
。
堅
苦
し
く
な
い
、
次
も
読

み
た
く
な
る･･･

、
そ
ん
な
タ
イ
ト
ル
に

し
た
い
！
の
思
い
か
ら
、
最
終
的
に
決
め

た
タ
イ
ト
ル
は
「
余
白
に
書
か
せ
て
！
」。

町
長
の
新
コ
ー
ナ
ー
、
ど
う
ぞ
お
読
み
く

だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ひ
ろ
）

編

集

後

記

なかやま温泉
だより

vol. 54

◆なかやま温泉
☎ 0858-49-3330

　

こ
ん
に
ち
は
。
な
か
や
ま
温
泉
ゆ
ー

ゆ
ー
倶
楽
部
ナ
ス
パ
ル
で
す
。

　

色
と
り
ど
り
の
紅
葉
の
季
節
を
迎
え
、

徐
々
に
朝
夕
の
寒
気
が
身
に
し
み
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
中
山
温
泉
で
ぽ
っ

か
ぽ
か
に
温
ま
り
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ま

の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
施
設
利
用
の
ご
案
内
】

　

生
活
想
像
館
に
は
、
わ
く
わ
く
ホ
ー

ル
を
始
め
、
音
楽
ス
タ
ジ
オ
や
研
修
室
、

会
議
室
が
あ
り
、
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

講
演
会
や
定
期
演
奏
会
、
各
種
団
体

の
会
議
や
ヨ
ガ
教
室
、
ダ
ン
ス
教
室
、

楽
器
練
習
な
ど
、
こ
れ
ま
で
多
数
利
用

し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
秋
か
ら
何
か
始
め
た
い
方
や
、
会

場
を
探
し
て
い
る
皆
さ
ん
、
な
か
や
ま
温

泉
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？
施
設
の
こ

と
な
ど
お
気
軽
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

＊　

月
イ
ベ
ン
ト
情
報
＊

◆
な
か
や
ま
温
泉
朝
市

　

11
月
4
日
（
日
）
9
時
～
11
時
30
分

　

９
月
以
降
の
朝
市
の
開
催
場
所
は
、

中
山
温
泉
生
活
想
像
館
で
す
。
天
候
を

気
に
せ
ず
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
出
店
受
付
場
所
】

　

生
活
想
像
館
入
口
で
、
当
日
８
時
30

分
か
ら
受
付
を
開
始
し
ま
す
。

＊
事
前
受
付
は
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

◆
11
月
の『
お
風
呂
の
日
』は
27
日
で
す
。

　

抽
選
会
で
は
、
ラ
ッ
キ
ー
な
方
に
入

浴
券
が
当
た
り
ま
す
！

（
＊
26
日
は
休
館
日
）

【
休
館
日
】

11
月
12
日
（
月
）、
26
日
（
月
）
は
休
館

し
ま
す
。

▲防音完備の音楽スタジオ
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